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本報告書は、日本自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金

の補助を受けて作成 したものである。







序

デ ータベ ース は、わが国の情報化の進展上 、重要な役割を果 たす もの と期待 されている。

今後、デー タベースの普及 により、わが国において健全 な高度情報化社会の形成 が期待 さ

れ る。 さ らに海外 に対 して提供可能 なデータベースの整備は、国際的 な情報化 への貢献お

よび自由な情報流通の確保の観点か らも必要 である。 しか しなが ら、現在 わが国 で流通 し

ているデー タベースの中でわが国独 自の ものは1/3に すぎないのが現状 であ り、わが国デ

ータベースサー ビスひいて はバランス ある情報産業 の健全な発展を図 るためには
、わが国

独 自のデ ータ・・ミースの構築お よびデータベース関連技術の研究開発を強力 に促進 し、デー

タベースの拡充 を図 る必要がある。

この ような要請 に応え るため、㈱デ ータベース振興セ ンターで は日本 自転車振興会か ら

機械工業振興資金の交付を受 けて、デ ータベースの構築お よび技術開発 について民間企業、

団体等 に対 して委託事業を実施 してい る。委託事業 の内容 は、社会的 、経済的、国際的に

重要で、 また地域お よび産業の発展 の促進 に寄与す ると考 え られてい るデ ータベースの構

築 とデ ータベース作成 の効率化、流通 の促進、利用 の円滑化 ・容易化 などに関係 したソフ

トウェア技術 ・ハー ドウェア技術であ る。

本事業 の推進 に当 って、 当財団 に学識経験者で構成 され るデータベース構築 ・技術開発

促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 してい る。 この

「瀬戸 内圏公共図書館 の郷土資料デ ータベースの構築」は平成3年 度 のデ ータベースの構

築促進 および技術開 発促進事業 として、 当財団が株式会社中国新聞社 に対 して委託実施 し

た課題 の一 つで ある。 この成果が、デ ータベースに興味をお持ちの方 々や諸分野の皆様方

のお役 に立てば幸いで ある。

なお、平成3年 度 データベースの構築促進お よび技術開発促進事業 で実施 した課題 は次

表の とお りで ある。

平成4年3月

財団法人 データベース振興セ ンター



平成3年 度 デ ータベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1形 態学的 コメ ン トを含む病理 データベースのプ ロ ト

タイプ作成

2交 通事故調査デ ータベースのプ ロ トタイプの作成

3シ ルバーエイ ジの医療 と福祉情報の実際的 な活用を

目的 と したデ ータベース構築

4気 候情報デ ータベースの構築

5地 下水情報デ ータベース システムの構築 のための調

査研究

6フ ァジィに関す る文献データベース システムの開発

7大 学 におけるデ ータベース利用教育 システムに関す

る調査研究

8マ ルチメデ ィア型社会科用デ ータベースの開発

㈱エス ・ピー ・オー

働日本自動車研究所

美崎高齢者福祉互助会美崎生活

館

㈱エムテーエス雪氷研究所

㈱パスコ

働 日本情報処理開発協会

口外アソシエーツ㈱

㈱新学社

中小企業

振興地域

活性化

9異 分野研究の ための知的オ リエ ンテー シ ョン ・デ ー

タベース システムの構築可能性調査

10瀬 戸 内圏公共図書館の郷土資料デ ータベースの構築

11記 事データベースアクセ ス用 パイロ ッ トシステム構

築

12商 業調整支援デ ータベースの構築

13地 域流通最適化 に必要 なデ ータベースの構築 に関す

る研究

14情 報源検索デ ータベースのプロ トタイプ作成

㈱ けいはんな

㈱中国新聞社

㈱河北新報社

㈱日本統計センター

閣日本ボランタ リー ・チェーン

協会
セン トラル開発㈱

情報図書館RUKIT

海 外

15有 価証券報告書のMTデ ー タ変換 ソフ ト開発 と英訳

辞書作成

16海 外の主要国際 ・国家規格デ ータベースの構築

17ア ジア太平洋交流デ ータベースの研究一 プロ トタイ

プ作成一

18先 端産業分野 における専門用語の電子 辞書デ ータベ
ース化の調査研究

コムラインインターナ ショナル

㈱

日本電子計算㈱

㈱西日本新聞社

科学技術情報研究所㈱

技 術

19書 誌データベース用ダイナ ミック シソー ラス ・エ ン

ジンの構築 と自然言語検索 システムへの応用

20知 的ハ イパーメデ ィアを活用 したデ ータベース構築

に関す る調査研究

21CD-ROMに よる光学材 料データベースの構築

㈱紀伊國屋書店

㈱新世代 システムセンター

㈱ リアライズ社
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ま え が き

図書館の分野 で もこの と ころ電算化の動 きが活発です。北海道の北見地区でユ ニークな

電算化 とネ ッ トワーク化が試み られ て以来、青森、新潟、徳島など地域の中核 とな る各県

立図書館 で工夫 を凝 らした新 たな構想が進んで お ります。今回の対象 である瀬戸 内地 区で

も香川、岡山、山口、大分 の各県が意欲 を燃 や してお ります。

と ころが、今回テーマ として取 り上げた 「郷土資料」 は、元来マイナーな出版物です。

中には出版 とは名ばか りの回覧雑誌や レターシー トも含 まれ てお ります。当然、Japa

n-MARCや 各種のMARCか ら見放 され、ISBN(国 際標準図 書番号)も 付与 され

てお りません。 この研究 は、 ともすれば冷遇 されが ちの 「郷土資料」 に日の目を当てるの

が第一の 目的 で した。

今一っの目的 はネ ッ トワークです。県域 を越 えた瀬戸 内圏 を結 び相互 に、 自由に書誌情

報 を検索す るのは長年の課題 した。電算化 の効果 を発揮す るに もネ ッ トワークが欠かせ ま

せん。 ところが、現実 には行政の壁が厚 く、県域を越えた相互利用 は困難です。そ こで行

政を離れ た私的な組織 と して取 り組んだのが今回の研究です。

ネ ッ トワークには各MARC会 社の著作権が微妙に絡み ます。プ ライバ シーな ど人権へ

の配慮 も必要で した。 その他、回線 や経費の問題 など技術的 ・経済的 な面 でも解決 を要す

る多 くの問題が あ りました。 しか し、 ご参加頂 いた館長先生 をは じめ とす る委員諸氏の協

力で曲が りな りにもプ ロ トタイプのデ ータベースが動 きだ しま した。 まだ、十分 とは言え

ませんが、 この研究が こうした懸案解決 の契機 になれば と願 って お ります。

1992年(平 成4年)3月

瀬戸内圏郷土資料整備連絡協議会会長 宇 吹 聴
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1調 査研究 の経緯

1.1調 査研究の狙 い

本研究の目的 は、Japan-MARCやTRCマ ークなど一般図書デ ータベースに収

録 され ることのないマイナーな図書 ・郷土資料 を電算化 して検索 を容易 に し図書館間 の相

互利用 を円滑 に し、かっ利用者の利便を図 ることである。

幸い瀬戸内圏の広島 、山口、岡山、大分 、香川、愛媛、の6県(福 岡が途中か ら参加 し

て、現在 は7県)は 早 くか ら瀬戸 内関係資料連絡会議を設置 し、1991年9月 には郷土資料

の 目録 「瀬戸 内海 に関 する図書総合 目録一海運 の部」を作成 して交換 している。今後 も引

き続 き発刊の予定で この他 に塩田、島喚な どが検討 されている。 この総合 目録 は、冊子体

なが ら伸 々の意欲作で収録資料 は752件 、82頁 に及んでいる。 これ を電子化 して、 「いっ

で も」 「ど こか らで も」 「誰で も」 一検索 が可能 なようにすれば、利用者 の利便 は計 り知

れ ない。

しか し、残念 なが ら現状 は行政区域の厚い壁 が あり、 「いっで も」 「ど こか らでも」

「誰で も」 一検索が可能 というわけにはゆかない。そこで中国新聞社 は創刊100周 年を迎

え るのを機 に、記念事業 として電子化の お手伝 いをさせて頂 き、瀬戸 内圏 を くまな くネ ッ

トして図書デ ータベースの有効活用 を図 って頂 くこととした。

図書館界 の現況 をみ ると各館 ともネ ッ トワー クの活用に意欲的で あ り、近 い将来 は公の

機関 による 「瀬戸 内圏ネ ッ ト」一 ともいうべ きものが誕生 す るに違 いな い。が、各図書館

にはそれぞれ事情 もあるので、当面 の間 は弊社の試みが郷土資料の検索 に大 きな利便 を提

供 し、地域文化の向上 に貢献す るもの と考 えて いる。

今回の電子化 は前述 の 「瀬戸内海 に関す る図書総合目録一海運の部」 だけで な く、瀬戸

内圏 の各県立図書館 が郷土資料 と して所蔵 している全ての図書 を対象 と した。第2章 で詳

述 す るように郷土資料 の定義は各図書館で まちまちである。著名 な郷土出身者 に関す る図

書 は郷土資料の枠 を外 れた一般図書で あって も、郷土資料 として処理す る図書館 も少な く

ない。今 回は、 こう した図書を含 め郷土資料の定義 は各図書館の取 り扱 いに沿 うこととし

た。各図書館 で郷土資料の定義が異 なる現状で は、狭義に解釈すれば、かえ って使 いに く
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いデ ータベース にな る恐れが生 じるか らであ る。

また、完成後のデータは図書館側の要望が あれば いつでもお返 しす ることとし、各図書

館の合意 がなければ商用データベース など他 のメデ ィアには乗せない ことと した。 あ くま

で地域か ら喜 んで頂 けることが第一の 目的で あ り、地域の要望 に沿 わない形の処理 は100

周年事業 と して適 当でないとの判断か らである。

1.2図 書館 の現況

1.2.1整 った電算化環境

図書館 の電子化 は、 この ところ急速 な発展 を遂げている。コ ンピューター ・メーカ ー各

社は貸 出 ・返却 ・選書 など図書館の 日常業務 をパ ッケー ジ化 したソフ トウエアを相次 いで

発売 し、Japan-MARCやTRCマ ー ク、 日販マークなど関連デ ータベース も急速

に整備 され っつ ある。

加 えて機器 の進歩 も目ざましい。一時期、30万 件か ら70万 件、多 い ときは100万 件 を超

える膨 大な図書 を管理するには大型汎用機が不可欠 とされたが、 この ところの コ ンピュー

ターの進歩 は、小型機 による図書館業務の処理を可能 に した。特 にUNIX系 の コンピュ

ーター は機能 の向上が目覚 まし く、MIPS値 で は大型の汎用機 を凌 ぐ機種 も現れている。

ダウ ンサ イジングが言われるなか、UNIX系 コンピューターは今後 さらに発展 を遂げ る

に違 いない。

1.2.2進 まぬ電算化

こうした電算化環境 の整備 にもかかわ らず、瀬戸内圏の電算化 は進 んで いな い。第3章

の図書館 ア ンケ ー トで詳 しく触れ るが、本研究 に参加頂いた県立8館(政 令市の広島市 を

含む)の うち電算化を完了 してい るの は広島県 と先 に挙げた徳島、広島市 の3館 だ け。鋭

意作業 を進 めている山口を含めて も4館 と半数 に過 ぎない。

立 ち遅れの原因 は建物を中心 とす る施設が丁度更改期 に来てお り、各館 とも新館建設を

期に電算化 を合わせ実施す る方針を打 ち出 しているためだ。 「器の整備が先決 。電算化 は

その後 で一」 とい うのは当然 の成 り行 きではあ る。
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1.2.3民 間企業 との差

しか し、 これ ら図書館 の中 にはJapan-MARCを 利用 す るための検索端末 さえな

いところ もある。民間企業 の場合 は、便利で効率 のいい機器や システムが あれば導入 に躊

躇す る ことはない。業態 を基本か ら変え るシステムの導入 はともか く、数十万円の投資 で

済 む検索端末は新館建設を待 つまで もな く欲 しい ところであ る。

1.3電 算化 に馴染みやすい図書館業務

図書館業務 は電算化 に馴染みやす い。検索、貸出 ・返却、選書 、統計処理等一どれ一つ

を取 り上 げてもコンピューターが最 も得意 とす る分野 である。1991年1月 か ら12月 にか け

て完成 した公共図書館85館(県 立3、 市立 ・区立45、 町村立37)は 規模 の大小 はあれ大半

が コン ピューターを導入 した。中国地方 でも1991年10月 にオ ープ ン した鳥取県立図書館が

書誌情報をデ ータベース化、管内市 町村 を結ぶオ ンライ ン網の整備 を進 めている。

日本図書館年鑑 によると、公共図書館 の電算化率 はや っと40%を 超えた段階で ある。M

ARCの 整備、CD-ROMの 規格統一など問題 があるにして も、電算化 による効率向上

の期待が大 きいのだか ら積極的 に導入を検討すべ き時期ではなか ろ うか。
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2中 国地方各館の現状 と課題

2.1ユ ニークな構想

図書館のない市町村 はほぼな くなった。図書館法 の成立(昭 和25年)か ら42年 、 ひとこ

ろ懸命だ った 「図書館 を増や し、蔵書を増 やす」か ら脱皮 して量か ら質 への転換 を図 りは

じめた。生涯学習が言 われ るなか、コ ンピューターの急速な普及 と図書館施設 の更改時期

が重 なったこともあって各地でユニークな図書館建設が相次いでい る。

なかで も人手不足 の市町村 に代 わ って全県下の図書館の蔵書を一元管理 しようとす る新

潟、図書館の ほか博物館、美術館、文書館を併せ持つ 「文化の森総合公園」 として生涯学

習プラス余暇活用 に挑戦す る徳島の両県 は、新館建設 を計画す る各地 の格好のモデ ルにな

るだろ う。

本研究の対象 とした瀬戸内圏で も香川、岡山、大分 の各県が新館建設 に着手あ るいは計

画中。山 口は全県 をネ ッ トワークす る電算化 を進めてお り、平成4年 度中 には稼働す る。

これ ら各県 は、当然 なが ら先進県を見習 い独 自の工夫 を凝 らす。先進各館の ノウハ ウを吸

収 できるので後発組 ほど完成度の高 い システム構築が可能で ある。注 目され るのは各県 と

も単 な る電算化 ではな く、ネ ッ トワークを中心 と した電算化で あることだ。瀬戸 内圏 の各

図書館 は電算化 において必ず しも進 んで いるとは言いが たいが、いずれ立派 な システムが

誕生 す るであろ う。

進歩 の著 しいコン ピューターを有効活用 しようとすれば、ネ ッ トワー クは避 けて通 れな

い。以下詳述す るように各県 の構想 はそれ ぞれ高 い評価 を受 けるもので はあるが、そのい

ずれ もが運用の対象地 域を 自らの県域 に限 っていることに問題が ある。都道府県 という現

状の枠が ある以上、 この枠 に制約 され、 「県民の血税 は県民 のために使 う」 という原則 に

従 った ものではあるが、本研究が対象 としたような郷土資料 の有効活用の点 では大 きな支

障 となる。

それ を解決するためには、県域 を越えてマネー ジメ ン ト出来 るような機関 あるいは施設

が必要で はなかろうか。国立国会図書館の関西館構想 など、 こうした期待 に応 え うる施設

の整備が望 まれ る。
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2.2県 立図書館の 自負 新潟県立図書館

2.2.1導 入の概略

a目 的

県民の情報 ニーズの高度化 、多様化 に対応す る的確な情報 と迅速な提供が必要 と

されている。 また、多種多様な情報 をデ ータベース化 し、一元的 に提供す ることで

情報サービスの飛躍的 な向上 を図 る。 このため、新潟県立図書館 は、平成4年 の開

館 に向 けてコ ンピューターによる図書館情報サー ビスを準備 してい る。

① 情報検索のための手段 を豊富 に し、精度の高 い情報 をよ り迅速 に提供

② 生涯学習 ・研 究 に必要 な情報の的確 な提供

③Japan-MARCな どの外部機関作成のデータベースを提供

bネ ッ トワー クサービスの推進

最新の通信技術、情報処理などを駆使 したシステムの導入 によるオ ンライン検索

を目指 してネ ッ トワークの導入を進 め、県立図書館 を中心 に した先進的 な情報 ネ ッ

トワークの形成を図 り、県民への均質 なサービスを推進す る。

①県内市町村立図書館、大学図書館等 の所蔵資料 の相互検索 と相互 目録構築

②県内各種試験研究所 への図書館資料デ ータベースの開放等

c館 内業務 の効率化、省力化 と高度サ ービスの提供

図書館資料 などの収集整理、貸出、返却、閲覧 サービスな ど、一連の事務処理 の

迅速化、効率化 を図 り、利用者への的確かつ高 度な レフ ァレンスを行 う。

①各種 目録、文献 リス トのコ ンピューター出力 による編集 ・発行 の能率化

②蔵書点検作業の格段 の短縮 と事後処理 の効率化等

2.2.2シ ステム構成

・ホス ト 富士通M770

・ソフ ト 平和情報セ ンター

・デ ィス ク15ギ ガバ イ ト(郷 土資料0 .36ギ ガ使用)

現在、東京で基本 システムを構築中で、稼働 は平成4年 を計画
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第2-1表 新潟県立図書館の システム更改 とその効果

区分 現行 システム 新 システム 効 果

資料整理

逐次

刊行物

・主 として 「選定報 」によ

り選定 ・収集作業
・カー ド目録を中心 に して

各種管理デー タを手作業

によ り付与
・目録 の手作業作成(タ イ

プ打ち込 み等)、 既存 フ

ァイルへの繰 り込み

・資料現物、各種出版情 報

(マー ク)に よる選定 ・収

集作業
・各出力詳細データの作成

・入力

・端末機か らのデータ追加

入力
・各種冊子目録原稿 の出力

・出版後速やかな収集

体制 の確立
・資料収集範囲 の拡大

・重複購入 の防止

・カー ド目録作成維持

が不 要
・整理作業のス ピー ド

化

・チ ェ ックカー ドによる受

け入れ
・カー ド目録及 び冊子 目録

の手作業作成 ・編集

・端末機か らの受け入れデ

ータ入力

・各種冊子体目録原稿の出

力

・最新受 け入れ状況の

即時把握
・欠号 ・未着 自動チ ェ

ック
・カー ド目録作成維持

が不要

資料管理 ・書架 カー ドを検索 す るこ

とに より資料の所在 を確認
・蔵書点検 は書架 カー ドと

資料 を照合

・端末機か らの検索 によ り

ステータス情報 を把握

・資料のバーコー ドラベル

を走査 し、バ ッチ処理 で

蔵書マスターと照合

・受け入れか ら貸出、

返却までの資料の現

在の状況の把握
・蔵書点検の労力が大

幅に軽減

統計管理 ・利用 、蔵書統計の年月 日

の手集計

・日々の業務処理により自

動集計
・各種統計帳票類の出力

・統計数値の常時把握

資料運営 ・貸出返却 は手作業 による

・手作業で返却 日別 にフ ァ

イル
・予約 は返却 日別貸出 カー

ドフ ァイルを書名 を手掛

か りに1枚 ずっ検索 し、

予約 カー ドを挿入す る

・資料 のバーコー ドラベル

と利用者カー ドの走査 に

よる
・予約情報 を入力すれば、

返却時ブザ ー音及 び画面

で表示

・貸出カ ー ドのフ ァイ

ルが不要

・貸 出カー ドファイル

ミスが不要

・利用者待 ち時間の減

少
・貸出中の資料の検索

が容易

検索 ・主 と してカー ド目録 によ

る蔵書検索
・電話 ・文書 に よる照会

・端末機か らの蔵書検索

・オ ンライン検索が可能

・書名、著 者名、分類

の ほか、キーワー ド

検索 をは じめ複合検

索、条件検索が可能
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2.2.3シ ステムの特徴

システムの導入 にあた り、以下 の ことが検討 された。

まず、コン ピューター システ ムの中心 はデ ータベースであるということ。 このため、図

書の書誌事項か ら生涯学習情報やAV資 料等 々、種 々多様かつ大規模なデータベースの構

築 と信頼性の向上を考 えた。

また、デ ータベース化 され る情報 と共 に、デ ータベース管理 システムも重要 であ り、大

容量 、高信頼性及 び加工の しやす さを十分考慮 した。

しか し、全 ての情報 を一箇所 で作成す るの は困難 であ り、質 の良 いデ ータベースであれ

ば外部のデータベースを積極的 に活用す る。

2.2.4シ ステムの効果

システムの効 果は、前の表の通 りである。

2.2.5図 書デ ータ入力

データ入力の方法 は、遡及デ ータの入力 と新規デー タの2っ に大 きく分かれ る。

a.遡 及デ ータ入力

まず県立図書館が、デ ータ シー トにデータを入力 し、 その リス トを各市町村図書館 に配

布。その配布 され た リス トを基 に各図書館 は、一致すれ ば所蔵 を記入 し、不一致な らば書

誌 ・所蔵データ シー トを作成 し県立図書館 に送付す る。送付 され た シー トを基 にに県立図

書館では編集作業 を行 ってい る。

平成3年6月 現在 の件数 は、県立で18,560件(23,846冊)、 長岡市立図書館 で1,588件

(6,280冊)を リス ト化 した。全体 では、 この2館 で85%を 占めている。デ ータ入力は外

注である。

デ ータシー トは、 日本 目録規則1987年 版 の記述 の精粗 にの っとり第二水準で行 っている。

また、デ ータ シー トの項 目はは約30で 、最低限の記入項 目は11項 目、デー一.タベース 自体 の

項 目は、約80項 目に及 んで いる。

b.新 規デ ータ入力

白飴で端末 を導入 してい ると ころは、オ ンライ ンで検索 しデ ータベースを直接更新 して
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い く。 自館 で端末を導入 して いない ところは、巡回端末 を使いオ フライ ンで登録 してい く。

問題点 として、①遡及、新規 にかかわ らず、デ ータをいか に記入 して もらうか②校正 を

いか にす るか③ ダブ リをいか に検索 し削除す るか④現在、端末 を所持 してい る図書館 は4

館程度 と数 が少 な く端末 の普及 をいか にす るか、などであ る。

2.2.6ネ ッ トワークの計画

平成4年 の開館時 には、112市 町図書館 のうち27館 に端末 を設置。平成9年 の本計画終

了時 には、公民館図書館 を含め全 ての図書館 に端末を設置す る。

ホス トのデ ータベースをオ ンライ ンで直接更新、検索 し、特 殊なエ ミレ一夕(6680

エ ミレ一夕)を 使用す るため、一般 の無手順での検索はできない。

国立図書館 ・神奈川県立図書館な どとのデータベースのネ ッ トワーク化 は、現在の とこ

ろ考 えてお らず、開館後 に話 し合 ってい く予定。

2.3文 化の森構想 徳島県立図書館

図書 館、博物館、美術館、文化情報 コアをひとつの敷地 に配置 し、 それ らが互 いに連 携

協力す ることによ り、徳島県 に文化 を振興 する目的で昭和55年 に 「文化の森」構想 を提 示

し、平成2年 に開館 した。

「文化の森」は、 コ ンピューターによる情報処理や、国立国会図書館 や各都道府県立図

書館、県 内市町村図書館 とネ ッ トワークの形成が提示 され、 また、図書館、博物館 、美術

館 に関 してはコンピューターを駆使 した映像 システムの導入が提 案 されていた。

徳島県全体 に文化 を育 てようとい う考 えの もとに構想 され たコン ピューター システムは、

県立図書館 内における発注、受 け入れ、貸出、検索、蔵書点検等 の システム と、広 く県民

に知 らせ るという二重の機能 を持つ、公共性の高 い システムで あった。図書館 の延床面積

は8,889㎡ 。特徴 は、約22万 冊の図書 を見 られ る、 ワンフロア4,000㎡ の開架室 があ り、

書庫 は、100万 冊の所蔵が可能な有数の図書館である。

また、昭和55年 以降 は、市町村図書館の設置が進み、徳島県全体 への図書館サー ビスが
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だんだん と実現 してい った。

開館後は、30代40代 の若 い人の利用が多 くな り、土曜 ・日曜 日の利用が格段 に増え たと

の ことで ある。

2.3.1コ ンピューター導入の目的

① 図書館業務 の合理化、省力化、標準化 を行 う

② 県内の市町村図書館や、県外 の図書館 など とネ ッ トワー クを組み、相互 に協力を行い、

県民が資料 や情報 を活用で きるようにす る

③ 文化 の森各館 とよく協力を行 い、広 く県民 に書誌情報を公 開 し、学術 、文化の振興を

図 る

2.3.2ハ ー ド構成

機種 日本IBM社 製9375

主記憶容量16MB

外部記憶容量6.5GB

端末12台

利用者端末

利用者端末機3台AV端 末機

ビデ オテ ックス

館員用端末機2台AV端 末機

ビデ オテ ックス

台3

台3

台2

台

2.3.3ソ フ トウエ ア

DOBIS/Eを 改 造(図 書 館 用 デ ー タ ベー ス)
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2.3.4シ ステムの特徴

① 使 いやす く、人へ な じみやす い操作性 をもたせた

② 発注、受 け入れ、貸出、検索、蔵書管理な どの機能 をもった、総合 オ ンライ

ンシステム

③ 資料 の増加 に対応す るため、請求記号の 自動出力 を行 うなど業務の省力化 を

行え るよう配慮 した

④ 検索を重視 し、多 くの項 目か ら検索 を行え るように し、図書 は42項 目、雑誌

・逐次刊行物 は16項 目の検索項 目が あ り、直接 、一覧、論理検索を行 う

⑤ 雑誌 ・逐次刊行物の巻号情報 をサブタイ トル(カ ナ、 日本語で検索で きる)

キーワー ド、内容細 目(日 本語検索可能)に 入力 し、内容細 目には、論文名

等が入力で きるように した

⑥ 日販 マークとJapan-MARCを 使用 し、 自動的 に置換 を行 う

⑦ 市町村図書館への協力貸出 と支援 を考慮 し、電話網 を介 した図書館 ネ ッ トワ

ークによ り、徳島県総合 目録の作成が可能

⑧21世 紀館 に書誌情報 を磁気テープで提供 し、文化の森の他4館 の所蔵作品等

のデータや文化事業等 の情報 とともに、市町村図書館等や各家庭 に公開 し、

パソコンとビデ オテ ックスで検索 を行 う

⑨ 利用者のプ ライバ シーを保護す ることを重視 し、図書館 と21世 紀館の双方 に

CPUを 配置 した

⑩ 文字デ ータベース と画像データベースは、コ ンピューター間接続 によ り関連

づけ られ ている。文字デ ータベースを検索 し、関連す る美術館 ・博物館 など

の所蔵作品 や資料の画像情報 を静止画像で見 ることがで きる

⑪CD-ROM対 応 を考慮 す る等、将来の発展性 を考慮 した システ ムで ある

2.8.5シ ステ ムの効果

① 貸出、返却、予約等 の迅速な処理

② 協力貸出 の増加
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③ レファレンス は、利用者 自身で端末機 や家庭のパ ソコ ン等で本館 の資料 の所

蔵が検索で きるようにな った

④ 資料入力 は発注、受 け入 れ、装備の効率化、MARCの 活用、請求記号 の 自

動出力が可能 となった

⑤ 資料の管理 は蔵書点検、統計処理、 目録、展示図書 目録、所蔵の移動の簡略

化が可能 となった

2.3.6市 町村図書館 とのネ ッ トワー ク

現在 は、20の 市町村図書館等か ら、 パソコンとビデ オテ ックス により図書館や、他 の4

館 の書誌情報、博物館、美術館 、文書館、21世 紀館 の所蔵作品や資料 の情報 を検索 し、文

化的 な行事等の情報 もわか る。 また、文化の森内で は、AV端 末の静止画像で美術館や博

物館の所蔵作品の画像 を見 ることがで きる。

協力車が2週 間 に一度市町村図書館等 へ行 き、 リクエス トの資料等を届 けてい る。

2.3.7図 書データの入力

既存図書 は、雑誌 ・逐次刊行物の既存 資料 の1冊 ずつのデータや、館外用図書 は入力 さ

れていない。

その他 の既存図書 は、

①JP番 号に よりヒッ ト、ローカルデ ータ入力(約5万 冊)

② データ シー ト記入後、パ ンチ外注(約11万 冊)の 方法 によ り入カ

ー してい る。

新館用図書 は、JPカ ー ドで図書 を書店 に注文 し、図書 にJPカ ー ドを挟 んで納入 して

も らう。 このJPカ ー ドにローカルデータを記入 し、JP番 号 で ヒッ ト、 ローカルデータ

を入力 している。 その冊数 は約15万1,500冊 。

平成3年9月 末 日のデ ータ量 は、図書件数35万 件 、逐次刊行物3万6,000件 、登録者数

4万 人 にな って いる。

運用 は、図書館職員があた り、21世 紀館 のデ ータベース システムの中の書誌デ ータベー

スの内容 を更新す るため、磁気テ ープ によ りオフ ライ ンで書誌 の引 き継 ぎの作 業が行われ
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てい る。

2.3.821世 紀館デ ータベースについて

ここでは、図書館デ ータベース と密接な関係 にある21世 紀館データベースにつ いてふれ

て お く。

21世 紀館データベース システムは、徳島県文化情報 システム(通 称 「COMET」 の呼

び名)で 、図書(書 誌)、 博物館資料、美術館、文書館資料、 イベン ト情報、文化 施設情

報、団体 ・サークル情報、 ビデ オ情報等に関す る情報を21世 紀館 内に設置 したコン ピュー

ターに蓄積 して いる。

システム として は、IBMの 中型機4381を 使 い、メモ リ32MB、 フ ァイル容量15G

B、 端末機 としてNECのPC9801を35台 備 えている。また、画像デ ータベース用 に、

端末機の横にカラーモニ ターを35台 併設 している。ソフ トウエア として書誌、博物館、近

代美術館、文書館のデ ータベースはIBMの 「DOBIS」 を改造 して使用 し、 その他 は、

リレー ショナルデ ータベースを使用 してい る。

平成3年9月 末のデ ータ件数 は、約48万 件のデ ータ量 を誇 っている。

特徴 は、AVシ ステ ムとも連動 した画像情報を館 内端末機 横 に置かれた画像モ ニターに

出せ る ことである。

業務 と しては、各館員が行 う管理業務(登 録、検索、管理 資料作成)と 一般利用者 向け

の情報 サービスを行 っている。

外部か らの利用 に対 しては、10回 線の電話回線が用意 されて お り、多 くの人 の同時 アク

セスが可能 にな ってい る。通信方式 は、一般 のパソコン通信 に用 いられて いる無手順 の方

式が採用 されてお り、市販 の通信 ソフ トで検索 できる。特定の プロ トコールを持 たない無

手順を採用 したことで、使 い勝手 は格段 によ くな った。

なお、書誌デー タベースの検索 できるのは書誌所在情報 のみで、電話回線 を利用 した貸

出予約 などは行 って いない。
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2.4瀬 戸 内圏では

香川県 は高松空港跡地 に、文書 館 を併設 した新館 を建設中であ る。蔵書能力100万 冊、

床面積1,000㎡ 、コ ンピューターを フルに活用 した近代的図書館 の建設へ向け動 きだ した。

日本図書館協会の策定 した基本構 想 に基づ くもので、完成すれば面 目を一新す る。愛媛県

はまだ検討段階で、Japan-MARC等 を検索す る端末 も未設置 である。

広島県 は、県立図書館が県情報プ ラザ内の一施設 として1988年10月 にオープ ンした。電

算 システムも軌道 に乗 り、広島市立図書館 との間で書誌情報の検索 が可能 なほか 、県 内の

呉市立 中央、尾道市立 図書館 など10館 とネ ッ ト。総合情報 システム として運用 してい る。

山口県 は、 レフ ァレンスの内容 を分類 してコ ンピューターで保存 す るなどユニー クな シ

ステムを構築中で、書 誌情報デ ータベース とともに近 く稼働す る。電 算化 とは関係 ないが、

老齢化社会を視野 に入れた閲覧室の畳敷 きなど新 たな試 みも実施 してい る。

岡山県 は、一昨年来 の新館建設計画が いよいよ動 きだす。 日本銀行 岡山支店の跡地 に11

階建ての新館を建設、文書館 を併設す る構想 だが、市民 グループか ら日銀 の保存 問題 や閲

覧室の配置で クレームがつ き揺れて いる。

九州 でも新館建設の動 きが急だ。本研究 に参加 した福岡県 は平成7年 度 をめどに電算化

を目指 し、大分県 は大分市 の国立大分病院跡地15,371㎡ に新館 を建設す る計画で具体的 な

準備を進 めてい る。生 涯学習のキ ーステー ション機能が担 えるよう、 コンピュータ ーの導

入 と資料 のデータベース化 に配慮。 「豊の国情報 ネ ッ トワーク」 を活用 して 自宅か ら図書

館情報が利用で きるよう配慮す るなど新 しい形 の図書館を目指 して いる。

2.4.1広 島県立図書館

a郷 土資料 の定義

出版物の情報が直接広島県 に関 わ る内容で あるもの(部 分的 に記述 してあるものは対象

外)。 形態的 には個人、団体、行 政機 関が刊行 した図書、新聞、雑誌、 パ ンフレッ ト、 レ

コー ド、ビデオテープ、オーデ ィオテ ープ、 コ ンパク ト・デ ィス クなどである。 また原爆

関係資料 は、広島 にお ける被爆者が全国的に散在 してい るので収集範囲 は 日本全土が対象
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になる。

b所 蔵件数

32,895点(平 成2年 度末現在)

c整 備計画

i行 政資料の収集 行政資料は地方を知 る基礎的資料である。 しか しながら、その保

存について作成サイ ドでは全 くといってよいほど配慮されていない。仮に発行部署で保存

されたとしても、一般への資料提供はほとんど絶望的である。図書館はこれ らの資料を統

括的に収集し県民に提供する義務がある。 これは県民に対 し 「開かれた行政」の一翼を担

うことであり、 この情報提供によってより健全な社会の発展が望めるのである。既蔵の行

政資料にっいては欠号が多 く古本で補充することもかな り難 しい。収集にあたっては欠号

ができないよう注意す る。

∬ 新 しく刊行 され る資料の収集 地方出版物は書店 に並ぶ ことが極めて少なく、出版

部数 も少ないのが通例である。また商業的流通経路に乗ることがまずないのも周知の事実

である。出版者(社)が 図書館に寄贈 してくれることもあるが少数である。県民に対する

この種類の広報活動 と、図書館が協力 してこれらの情報を交換する場をもつ必要性がある。

∬ 原爆関係資料 原爆被爆者問題は単なる一地方の問題ではない。在 日韓国人被爆者

問題や在韓被爆者問題、さらに在米被爆者など幅広い観点から収集 してゆ く必要がある。

そのためには海外での出版にも目を向け、その収集にあた らなければならない。

iv市 町村史の収集 ひところ盛んであった市町村史の出版 は現在落ち着いている。欠

本は古書で補充するなど、出来るだけ完全を期するようにする。

v郷 土関連資料 広島県を取 り巻 く交通圏、文化圏、商業圏などの諸要素から広島県

に深 く関わりを持つ情報群がある。これ らは郷土資料に準 じて収集する。

i中 国地方、瀬戸内海地域の郡市町村史

∬ 地域の産業や特性に関連するテーマのもの

血 瀬戸内海に関するもの

d所 在情報公開の是非
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公共図書館の情報 は何人 に対 して も無料 で公開 され なければ な らない。 これは図書館法

の基本的原則であ り、一部 の利用 者 に対 してのみ有料 ・無料 にかかわ らず便宜 を図 ること

は厳重 に慎 まなければな らない。所在情報の提供 にあた っては図書館の責任 によって 自 ら

行 うべ き事柄である。

eネ ッ トワーク

i情 報の流通 に係 わるもの 一般的 にはコ ンビL－ 夕 による情報 ネ ッ トワークであ る。

当館 の場合、県内10の 公共図書館 、5の 公民館図書館、お よび4の 図書館類縁機関 に対 し

蔵書 と新刊のデ ータベースを提供 し、予約 と相互貸借 を行 ってい る。 また、 コンピュータ

ーの端末が設置 されていない図書館 に対 して は電話
、 フ ァク シミリなどによ りサービスを

行 っている。

li物 流 に係わ るもの 郵送 に よ り相互貸借 を行 っているが、本年度 は千冊を超 える見

込みであ る。市町村図書館 が新設 され地域住民の図書館 に対す る要望 が高 まれば、それ に

比例 して相互貸出 は増加す る。現 時点 で図書館協力車 の運行が必要 にな っている。

血 人的 なものに係わ るもの 図書館がどん なにコンピュータ化 されて もそれを運用す

るのは人 である。 さまざまな業務 研修等の場で他館の職員 と交流 をもち情報の交換を行 う

ことは、人 を知 ることを通 じて図 書館 という機関 を有機的 に結合す ることが可能で ある。

f電 算化計画

1988年10月 新館移転開館時 に稼働

1989年1月 三原市図書館がオ ンライ ンサー ビス開始

1989～91年 までに全部 で19箇 所 のオ ンライ ンサービス館がで きた

1992年 バー ジ ョンア ップ予定

g新 館構築

新館構想1988年10月 開館

hそ の他、郷土資料 に対す る考 え

県立図書館 は市町村図書館 に対 し可能 な限 り支援 を行い、地域住民 の図書館 に対す る期

待 と要望 に応 えるよう配慮 しなければ な らない。 その一つ は資料 の援助で ある。市町村立
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図書館と県立図書館とでは資料収集方針やカバー範囲が異なっているのが一般的である。

郷土資料についても、全県下を対象に収集する県立 と、その地域情報を綿密に収集する市

町村とでは自ら異なるのは当然のことである。従って、市町村図書館には各々の地域情報

は存在しても、他市町村のものは少ないか皆無であることが一般的である。利用者がどの

地域の資料を要求するかは全 く不明である。図書館が所蔵 しない資料を求められたとき、

それを理由に資料提供を断ったとしたら、その利用者は二度と図書館に足を運ばなくなる

かもしれないのである。それは図書館に対する信頼の失墜である。 こうした事態を回避す

るために、県立図書館は郷土資料にっいて、県内の公共図書館が所蔵する情報をデータベ

ース化し、オンライン館に対 してはリアルタイムで、オンライン館以外の図書館には冊子

目録で情報を提供 し、なおかっ協会加盟館同士の相互貸借を制度として導入することで、

どこにいても必要な情報が入手できる体勢づ くりを構築 している。

2.4.2広 島市立中央図書館

a郷 土資料 の定義

広島市立図書館員 は、 「郷土資料」 とい う言葉を 日常 なにげな く使 って いるが、 いざ こ

の言葉 を定義す るとな ると実 は大変 な困難を感 じる。 また、時 とともに 「郷土資料」 の意

味 ・内容 も変わ って きている。

図書館法(昭 和25年 法律 第118号)第3条 第1号 は、図書 館の行 う図書館奉仕 として

「郷土資料、地方行政資料 、美術品、 レコー ド、フ ィルムの収集 にも十分留意 して、図書、

記録、視覚聴覚教育の資料 その他必要な資料 を収集 し、一般公衆 の利用 に供す ること」 を

規定 して いる。 ここで は、郷土資料 と地方行政資料が区分 されてい る。

図書館問題研究会編 『図書館用語辞典』(角 川書店、1982)で は、 「郷土資料」につい

ての項 目記述の終わ りが 「地域資料」参照 とな ってお り、 「地域資料」を参照す ると、そ

こには 「地域資料 は、従来、郷土資料 と同義語 として用 いられ る ことが多か ったが、現在

では、郷土資料 と、 当該地域の地方 自治体 が刊行 し、 また制作す る地方行政資料 とに分 け

る考 え方が一般的 とな って きた。」 と記 されている。
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日本図書館協会図 書館用語委員会編 『図書館用語集』(日 本図書館協会、1988)に は、

「郷土資(誌)料 」の項 目のみが あが っている。

日本図書館協会図書館ハ ン ドブ ック編集委員会編 『図書館ハ ン ドブ ック 第4版 』(日

本図書館協会1977)に は、 『図書館用語集 』と同 じく 「郷土資料 」の項 目のみが あが っ

ている。 しか し、 『図書館ハ ン ドブ ック 第5版 』(1990)で は、 「郷土資料 」の項目が

消えて 「地域資料」の項目のみ となってい る。

この ように、 「郷土資料 」 と 「地域資料 」の用語 は暖味 なまま使用 されてきた。現在 は、

「地域資料」の言葉 を意識的 に用 い る傾向 にあ るようであ る。 そ して、 この場合 「地域資

料 」は 「郷土資料」 と 「地方行政資料」 を含んだ もの とな っている。

『図書館ハ ン ドブ ック 第5版 』は、 「地 域資料 は郷土 に関す る資料で ある」 と定義 ら

しく書 いてい るが、 これで は結局 、何 の役 にも立たない と思 われ る。

そ こで、地域資料 の種類をかな り具体的 に挙げて地域資料 のイメー ジを固める必要があ

るが、 ここに記述す ると長 くな るので参考資料を添付 しこれ に代 えさせて いただ く。

なお、 ここでいう地域(郷 土)と は当該図書館の奉仕す る行政地域 をいい、その地域住

民 と歴史的 ・生活上、 または文化 的 ・産業的 に関連 ある隣接地域 を純郷土 と し関連資料 を

収集す るのが一般的 である。

広島市立 中央図書館 では、 「広 島資料室」 に置 く資料を郷土資料 と呼 んで いるが、資料

には地方行政資料や被爆関係資料 を含んでお り、資料 は広島市を中心 に広島広域都市圏 に

及んで収集 されている。浅野文庫や広島文学資料等については、別体系資料 と して独立運

用 ・管理 してい るが、 これ らも地域資料の概念 に含 まれ る資料 と理解 している。

2.4.3山 口県立山口図書館

a郷 土資料の定義

山口県立山 口図書館 の郷土資料 の定義 は、 「山口県立山口図書館郷土資料基準」 によっ

てい る。基準 は、次の通 りで ある。

i－ 般的 主題 に関す る基準
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著作の主題が山口県及び山口県民または山口県において生 じた事件。

虹 書誌的基準

著者 特に山口県の政治 ・文化に重要な影響を与えたと歴史的に評価されている人物

の作品。

出版地 およそ明治10年 以前に山口県内で出版されたもの、及び逐次刊行物。

出版社 およそ明治10年 以前に山口県人による。

形式 図書、逐次刊行物及びパンフレットの区別をしない。ただ し、新聞及び新聞形

式の広報は別扱いとする。

血 その他の基準

① 史的著作に関す る基準 全般的及び地域的県史。中 ・近世史で大内 ・毛利氏に

直接または密接に関連するもの。幕末及び維新史で、長州藩の動向を記述 した

もの。

② 伝記著作に関する基準 山口県の出身で、その活動が山口県に関連する人物の

伝記。特に山口県の政治 ・文化などに重要な影響を与えたと歴史的に評価 され

ている人物の伝記。明治維新関係者は、原則として山口県出身者の伝記に限定

する。長州藩、山口県内の業伝、名簿、職員録などとする。

③ 団体、機関などに関する基準 その所在地が山口県にあるものに関するもの。

④ 文学作品に関する基準 郷土に関連 して編集 したもの。作者の文学的活動が郷

土を主体とするもの。資料がどの基準かに該当すれば、郷土資料 として選定す

るためのおよその基準となる。

b郷 土資料の所蔵件数

33,371点(平 成3年3月31日 現在)

c今 後の郷土資料整備計画

毎年、当館の重点施策として、郷土資料の充実を揚げているが、将来もこの方針に変わ

りはない。

d郷 土資料の所在情報を公開することの是非
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図書館資料 は、公開す ることが原則 であ る。 この原則 にたてば、全資料 を公開すべ きで

あるが、各館で は人権問題等 に配慮 されているケース もあり、 それ らは各館の事情で収録

しないことも考慮 され る。 また、入力 して もそれは単 に図書 の課題 と簡単 な書誌事項のみ

で あり、 さして問題 となる こともないと思 われ る。

いずれにせ よ、各館 がそれぞれの事情(規 定等 を含む)に より公開す ることが望 ま しく

ないと判断 され たときは各館の利用規定 に基 づいて利用者への公開を制限すれ ばよいと考

える。

当館で は、人権侵害な どの恐れ のある資料 にっ いては細心の注意 を払 い、運用 してい く

ことはいうまで もないが、原則的 には利用者 に公開 してい く方針である。

eネ ッ トワーク

山口県で は、 「高度通信情報 ネ ッ トワーク構想」などコ ンピューターや情報通信メデ ィ

アを活用 した情報拠点の整備 に積極的 に取 り組 んで いるが 、当館のネ ッ トワーク事業 もそ

の一翼を担 うものである。

当館 が計画 している事業 は、 「図書館 ネ ッ トワーク整備事業」 と呼 ばれ てお り、県内の

公立図書館 と県立図書館 を結 び、県立図書館の所蔵 目録 をデ ータベース化 し県内 どこか ら

で もオ ンラインで検索で きることを目指 して いる。 また、個人的 にもパ ソコ ン通信で県立

図書館 の資料を検索す ることが可 能だ し、将来 は市町村図書館 の資料 もど こか らで も検索

で きるようにな り、情報のネ ッ トワー クが完成す る。

f電 算化計画

山口県立山口図書館 のコ ンピューター ・システム化 は 「図書館 ネ ッ トワー ク整備事業」

の第一段階 として位置づ け られて いる。

県立図書館 のコン ピューター導入 は、県民 に対す る図書館サ ービスの向上 と、市町村図

書館への支援体制の強化を目的 とす る もので あ り、 まず 「山 口県図書館 ネ ッ トワーク」形

成 の基盤作 りを進 めるとともに、サー ビスの向上、図書館業務 の改善 と効率化 を図 り、 あ

わせて県立図書館 としての機能強化 を図 ってい く方針で ある。なお、 システムの開発方針
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図2-1山 口県立山 口図書館ACOS3400シ ステム構成図(ホ ス ト系)
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図2-2山 口県立山口県立図書館 システム概要
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として は①ネ ッ トワーク機能を充実 させ地域格差のないサー ビス②安全迅速なサ ービスを

行 うために、利用者が使 いやすい システム③高品質なサー ビスーなどに留意 してサービス

の向上 に努 めることを狙 い としてい る。

システムの概要 は、当館 の機能が十分発揮できるように システムを構成す るが、その中

で も情報検索 システム、貸出 ・返却 システム、資料整理 ・管理 システムを中核 とす るもの

で ある。

システムの特徴 は、中央処理装置(本 体)を 「ニューメデ ィアプ ラザ山口」に設置 し、

ネ ッ トワーク機能を充実 させ ることと、当館の全蔵書 につ いての目録情報が詳細 に検討で

きること、 さらにオ ンライ ン検索 とネ ッ トワーク機能 の充実 によ り、開かれ た システムと

なることな どである。 また、通信費 も山口県が推進 してい る 「高度情報通信全県ネ ッ トワ

ーク」 と連携 し、県内 どの地域 か ら検索 しても、市 内料金(10円)で 検索で きる利便 さも

併せ持 ってい る。

コ ンピュ一一ターの稼働時期 は、平成4年5.月 を予定 してお り、データN'・一スの構築 は22

万冊分が完了 してい る。残 りの蔵書のデ 一夕ベLス 化 は、平成7年 度 には入力が完了 し、

県民 に対 してデータベースを提供で きる体制が整 う予定 である。

この システムは、YAMABICOシ ステム(YamaguchiPrefecturalLibrary

BibliographicComputerSystem)と 呼ばれて いる。

システム構成 は第2-1図 、第2-2図 の通 りである。ホス トはACOS3400。 主記憶 は標

準16MBに16MBを 増設 して計32MB。 補助記憶装置 は750MB2ス ピン ドルを6台 接続

して計9GBと してい る。 システム として は大 きいもので はないが、 コス ト・パフ ォーマ

ンスを考慮 した設計 であ る。

9新 館構築

昭和48年 に新館がオ ープ ン したため、当分 は新館構想 はない。

hそ の他、郷土資料 に対す る考え

山口県 内市町村立図書館 の郷土資料 と県立図書館の郷土資料 は、 『山口県立山口図書館

新収図書 目録』 に昭和50年 か ら収録 を始 め、昭和56年 まで続 いた。昭和57年 か ら、新た に
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『山口県内公共図書館 増加郷土資料 目録』 を刊行 して、現在 に至 っている。

また、瀬戸内海に関す る図書総合目録 も平成3年10月 に第1集 が完成 し、平成4年 に第

2集 も完成の予定で ある。従 って、 これ らの資料 をデータベース化すれば一大デ ータベー

スが完成す るはずで ある。郷土資料総合目録 を作成す ることがで きない現状 では、今回の

瀬戸内圏郷土資料デ ータベース計画 はメ リッ トが大 きい。

2.4.4岡 山総合文化セ ンター

a郷 土資料 の定義

郷土及 び郷土人 を主題 とす るあ らゆる形態 の資料(図 書、行政資料 、新聞、雑誌、 パ ン

フレッ ト、古文書 など)を い う。郷土 の地理的範囲 は、現行の行政区画 に基づ く岡山県全

域であるが、古代 における吉備地 方など特 に密接な関係 のあ った地域を含 める場合があ る。

郷土人 について は、岡山県で出生 した人、岡山県在住者 ・在職者 のほか特 に岡山県 に影響

を及ぼ した人 を言 う。実際 には、明確な線引 きが しに くい場合があ るが、過去 の受 け入れ

実績を もとに判断す る。なお、郷土で出版 され た文学作品集 などは、主題が上記 に当て は

まらないので、郷土資料 とは して いない。

b郷 土資料の所蔵件数

13,000点(1991.3.31現 在、冊数 は20,700冊)。

c今 後の郷土資料整備計画

郷土資料は、従来 か ら網羅的収集(出 版 され るもの は全て収集す る)を 方針 として お り、

今後 も変わ ることはない。非売品が多 いので、寄贈 に頼 る面が大 きい。年間の出版点数 の

予想 はつきに くいが、600点 程度 と予想 され る。冊数 は従来1点3冊 まで とし、閲覧 ・貸

出 ・保存に充て る。従来の収集 もれについて は古書店か ら収集 す る。

d郷 土資料の所在情報 を公開す ることの是非

情報を公開す る ことに特 に問題 はない。現在 で も、年度 ごとに増加図書 目録 を刊行 し配

布 して いる。
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eネ ッ トワーク

各館 でのコ ンピューター システムの整備状況 にバラツキがある現状 では、利用 が偏 るこ

とにな るのではないか。

なお、現在郷土資料 は、通常1点 につ き1～2冊 しか所蔵 して いないので、貸 出 しを し

ていない(上 記 の3冊 収集 は平成2年 度か ら始めた こと)。 公開の結果、貸出の希望が出

て もす ぐには応 じられ ない、 とい う問題がある。

f電 算化計 画の概要

新館開館時(年 月未定、平成6年 度以降)で の コンピューター稼働 を目指 して、所蔵資

料のデ ーターベース化 を進 めている。新館 は公文書館 との併設で あ り、 コ ンピューター シ

ステム も一体の もので あるが、現在機種 も未定で あ り詳細計画 はこれか らの課題 であ る。

g新 館構築

公文書館 を併設 した複合施設 を、旧 日本銀行岡 山支店を生 か しなが ら建設す る予定。県

立図書館 では、17万 冊の開架スペースの うち1万 冊 を地域資料(郷 土資料)コ ーナ ーに充

てる予定 であるが、基本設計 も固 まっていないのが現状で ある。

2.4.5福 岡県立図書館

福岡県立図書館で は、郷土資料室 を置 き、専管課 として郷土課 を置 き、一般図書館資料

とは別扱い としている。

a郷 土資料 の定義

福岡県域(郷 土地域)に 関す る地域及び人士 に関す る図書文献 その他の図書館資料(当

県域 内で発刊 され てい る逐次刊行物 ・県市町村発行の行政資料を含 む)と す る。

平成2年 度末現在 の資料架蔵状況 は、別紙のごと く、図書分類 した資料17,602冊 、逐次

刊行物1,896タ イ トル、行政資料6,583タ イ トル(県4,107タ イ トル、市町村2,476タ イ

トル)、 主 に古文書 ・古記録類 のマ イクロフ ィルム2,192リ ールで ある。 この ほか に、古

文書、古記録原本、ハ ー ドコピー、写真 ネガ、同焼付分、映像資料 と して16mmフ ィルム、

ビデオ、方言 ・民謡収録 テープ等が ある。
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当館では、現在郷土資料は館内利用を原則としているが、利用層の多様化により、当館

の郷土資料保存原則(郷 土資料センターとして郷土資料の集積保存を行い、郷土資料の散

逸消失か ら保護する)と 利用方法の拡充を両立するため、資料の複製、副本化を強化する

こととしている。また、電算 システムの導入体制に即応するために、県内公共図書館で資

料の共有化(『 郷土資料総合目録』発刊、郷土資料分類表の統一化等)を 推進 している。

郷土資料所在情報にっいての提供も所蔵者の同意等条件を満たすならば、可能な限 り促進

することとしている。

現在、当館では電算化計画が緒についたばか りであり、その構想 ・計画を示すまでには

至ってないが、平成4年 度中には、その成案を得ることとなろう。

郷土資料にっいては、書誌情報 により詳細な内容を要求されようし、また、地域従属性

の強さにより、情報内容 も一定部分で高度化す る必要があろう。これらを満たすためには

件名項目の精選 と、件名ごとの内容深化が図られるべきかと思料する。

2.4.6大 分県立図書館

a郷 土資料の定義

郷土資料の定義は概要下記の通 りである。

・郷土を主題とした資料

・郷土人を主題とした資料

・郷土に所在する公私の施設、機関、団体等にかかる沿革、要覧、規則、名簿、所蔵

目録等

・郷土で行われた行事、催 し物に関する資料

・著名な郷土在住者及び在職者の著作

・原則として文学、芸術、哲学等にかか る郷土出身者の著作

・県内に所在する国の機関及び自治体の行政資料

ここに言う郷土の地域的範囲は①現行行政区画としての大分県全域②大分県に隣接する

地域及び関係の深い地域一である。
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b郷 土資料の所蔵件数

平成4年2月 末現在約43,000冊 で ある。 これ には複本を含 んで いるが、古文書 ・行政文

書 は除外 している。

c今 後の郷土資料整備計画

平成6年 度末 に所蔵冊数が55,000冊 になるよう計画 して いる。

d郷 土資料 の所在情報 を公開す ることの是非

本館蔵書 目録に掲載 してい る資料 はその範囲で公開 してよいと考えて いる。

2.4.7愛 媛県立図書館

a郷 土資料の定義

当館では、郷土資料の定義は、郷土人及び郷土人に関する文献資料であり、主として郷

土で発行された著作物で、郷土資料としての価値を有するもの、及び郷土について書かれ

たものを言っている。

なお、郷土の範囲は、現行行政区画による愛媛県及び明治4年 廃藩置県以降、現行行政

区画による愛媛県 と行政区画を共にした地域並びに藩制時代における現行愛媛県地域内に

あった伊予各藩及び天領とし、徳島 ・香川 ・高知などの隣接地域及び産業 ・物産、その他

本県 に密接な関係を有する地域を準郷土地域 としている。

b郷 土資料の所蔵件数 今後の整備計画

郷土資料の範囲は、郷土で印刷又は出版された著作物で郷土資料としての価値を有する

もの及び郷土について書かれたもの、並びに郷土在住人の著作物であり、その他、郷土資

料 としての価値を有するものも含めている。ただし、視聴覚資料、博物資料、民俗資料は

扱わない。その所蔵件数は21,920件(平 成3年12月 末現在)で ある。

c郷 土資料の所在を公開することの是非

今後の郷土資料整備計画にっいては、引き続 き網羅的に収集を図ることとしており、こ

れ ら郷土資料の所在情報は公開 して差 し支えない一と考えている。
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dネ ッ トワーク

ネ ッ トワーク及 び電算化 にっ いて は、県 内公共図書館 、県下関係機関等 との連携 を強化

し、全県民への均質で高度 な情報サ ービスを実現す るためには、図書館機能の拡大 ・充実

を図 ることが必要で あ り、 この ため、電算化 による最新 の情報処理技術、ネ ッ トワー クシ

ステムの構築が今後の当館の課題 となってい る。

2.4.8香 川県立図書館

a郷 土資料の定義

香川県について、歴史的(過 去、現在、未来)に 理解、研究するための手掛か りとなる

もので、香川県及び香川県人に関連する文献資料、視聴覚資料その他一切の資料。

具体的には、

1香 川県で発行された図書、新聞、行政資料、企業や各種団体の資料等。

2香 川県に関する歴史、地誌、文学作品及び文書等。

3香 川県出身者の著作物等。

b郷 土資料の所蔵件数

郷土資料の所蔵数は以下の通 りである。

1郷 土資料の件数 約31,000件(う ち弘法大師空海に関する資料約600件)

2郷 土人文庫(香 川県に縁 りのある者の著作を収集 したもの)約3,400冊

3地 元新聞のク リッピング 約2,000冊 。

c今 後の郷土資料整備計画

新館開館を控え、現在の収集方針(郷 土資料に関す る新刊書は総て、既刊書及び古書等

は可能な限 り収集 し、その充実を図る)に 加えて、次の項目に重点を置いて、広範囲かっ

体系的に収集する。

1弘 法大師空海に関する資料

2地 域行政資料

3企 業や各種団体の資料
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4流 通 ルー トに乗 らない 自費出版物等

5図 書以外 の資料

d郷 土資料の所在情報 を公開す る ことの是非

図書館資料 は、原則 と して利用者 の求めに応 じて、総て公開 され るべ き性質 のもので あ

る。所在情報 についても、公開す ることに問題 はな く、資料の利用 を高 めるためには、む

しろ望 ま しい と思われ る。

f電 算化計画

平成6年4月 の開館時 に、図書館サー ビスの向上、図書館業務の効率化及 びネ ッ トワー

クの実現を目的 として コン ピューターを導入す る。

まず、ハ ー ドウェアで は、汎用 コ ンピューターを採用 し、中央集中型のオ ンライ ン ・リ

アルタイム処理 と、端末 をパソコンとして も活用 して、効果的分散処理 を可能 にす る。

ソフ トウ ェアで は、貸 出 ・返却資料情報の入力、検索、選書及び発注 などの業務の全般

に活用可能 の トータル システムとす る。

そのために、将来の業務 の多様化、技術革新 に対応で きる柔軟性 と拡張性が あ り、他館

での実績の ある既製の ソフ トウェアを用いて構築する。構 築 において は、利用者のプ ライ

バ シーの保護 には、特 に注意す る。

今後、平成4年 度中 に システム基本設計、詳細設計 を行 い、具体的 な内容 を決定 し、平

成5年 度 にプ ログ ラムを設計 し、平成6年 春の開館 に向 けて準備 を進 める予定であ る。

g新 館構築

新 しい県立図書館 は、高松市林町の空港跡地 に、平成6年4月 開館 の予定 で現在 建設工

事が進め られている。

建物 は、文書館 と併設で、地上4階 、地下1階 建て、鉄筋鉄骨 コ ンク リー ト造 りで、延

床面積14,120㎡ 。その うち図書館部分 は、9,562㎡ 。駐車場 の収容台数 は120台 を予定 し

てい る。

1階 は、閲覧室で3,400㎡ 。一般、郷土 、参考、児童の資料 や新聞、雑 誌、AV資 料 を

ワンフロアに配置 し、開架資料 は22万 冊の予定。 コンピューターの利用者用端末機 を設置
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し、 自由な検索が可能で ある。

2階 は、事務室等 の管理部門 と、情報セ ンター としての機能 を充実 させ るための コンピ

ューター室 や情報サー ビス準備室 を設置す る。

2階 の一部 と3階 ・4階 は、書庫 で収蔵能力 は、100万 冊。

その他、文書館 との共用部分 と して、多 目的 ホール、会議室、研修室な どが ある。

2.4.9中 国工業技術試験所

a郷 土資料の定義

定義に入 る前に、瀬戸内海圏の範囲を明確にすべきである。郷土資料と一言に言っても

種々なものが挙げ られるが、瀬戸内海圏ということから、瀬戸内海の島々とその沿岸地域

にある歴史的資料ということになるかもしれない。

具体的事例としては、海 と島をベースにしたものが考えられる。

①万葉の旅:瀬 戸内海の万葉の歌とそれに関連するその地域の特色(歴 史的背景)

②瀬戸内海航の変遷:古 代、中世、近世

③芸予諸島の文化

④塩作 りの話

⑤海賊

⑥燈台

瀬戸内海沿岸地域を対象 としたもの

①軍部の歴史(広 島 ・呉)

②船造 りの歴史

③備後ガスリの話

④商都尾道の盛衰

⑤畳表の話

⑥遊女物語:靹 ・尾道 ・御手洗

⑦瀬戸内圏の気候の話
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b中 工試 の郷土資料

当所では瀬戸 内海の環境保全 に関す る研究を設立以来行 ってお り、瀬戸 内海大型水理模

型及 び現地瀬戸 内海で得 られた水の流 れに関す る各種データを有 してい る。件数 は何 を1

件 として数 え るか によって異なるが、大 きくは、瀬戸内海大型水理模型 の建設 と研究の流

れ、瀬戸内海大型水理模型で得 られ たデータ(潮 汐 ・潮流、汚染物質の拡散 、潮流制御 に

よる海域浄化)、 現地瀬戸内海における流速観測データ、各海域 ごとの流 れの状況デ ータ

等の3分 野 に分 けられ る。

c今 後の郷土資料整備計画

前項 で示 した各種デ ータはあるが、 これ らを今後 どの ように整備 し、見 たい人が、見た

いときに見 られ るようにす るか を検討 して い く予定 である。研究資料 であ るため、対象 は

研究者を考 えている。

d郷 土資料 の所在情報を公開す ることの是非

国の研究資料 なので公開が原則で ある。瀬戸内海環境保全 に関す るデータがあ るが、公

開 のため には、前項 目で述べた資料の整備が前提 とな る。研究デ ータで あるため、研究者

か らの問い合 わせ に対 して はそれ な りの対応 を行 っている。

eネ ッ トワー クv

研究データで あるため、 ネ ッ トワーク化 してもそれ ほどの需要 は期待で きない。ネ ッ ト

ワーク化す るには膨大 な予算が必要 となる。その目途 と手順が明確 になれば、生デー タの

公開 は可能で ある。

f電 算化計画

今 のと ころは具体的計画 はない。将来的 には、中工試 は瀬戸内海 のみな らず海の研究拠

点を目指 して いるので、研究資料のデ ータベース化 は検討 していきたい。問題 はその予算

措置 をど うす るかで ある。

g新 館構築

現在の ところは特 にない。海 に関す る研究資料 の蓄積 という視点か ら取 り組 んで いきた

い。
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hそ の他、郷土資料 に対す る考 え

瀬戸 内海圏 は古 くか ら九州 と近畿 を結ぶ交通路 として文化が開 け、歴史上 の史跡や建造

物等の文化財 も数多 くある。 また瀬戸 内海地域の平均気温は15℃ と温暖 な地 域であ り、古

くか ら生活の しやすい地域で もあ り、それ に対応 した郷土資料 も数多 くある。 しか しなが

ら、現在ではそれ らの資料 はどこかの片隅 に眠 った ままで陽 に当たって いないのが現状で

ある。瀬戸内海 は、港湾条件、用水の便、埋立等 に恵 まれてい るため、1960年 代か らの経

済政策の波 に乗 って、埋立て による工業立地 が進 め られ、わが国有数 の重化学工業地帯 と

化 した。 また最近 の リゾー ト開発構想 によるゴルフ場の建設等 も社会問題 となって いる。

こうした社会的背景 の中にあって、古 くは万葉集 に見 られ る旅情をは じめ とす る瀬戸 内

海 の歴史 とロマ ンが危機 にさらされている。特 に島峡部 において は、人口 は激 減 し訪れ る

人 も少な く離島振興法対象地域 とい うイメー ジしかない。今 こそ瀬戸内圏郷 土資料 を整備

し、人類共通 の資産を次世代 に残す ことが、 われわれに課せ られ た責務で はなかろ うか。

これをて こに、東京一極集中 に対抗 した豊か で暮 らしやす い地域作 りの起爆剤 と したい。

2.4.10広 島大学附属図書館

a郷 土資料の定義

当図書館の郷土資料収集計画は現在に至るまで特に規定はされていない。 このため、こ

こに述べる定義は今までの収集資料に必ず しも適用されてはない。

郷土資料とは、単に郷土史の資料に限 らず郷土に関する全分野における資料で、住民が

その地域の現在を把握することができる資料と考えている。

b郷 土資料の所蔵件数

約1,400冊 所蔵している。ただし、当図書館 に所蔵するものについてのみであり、研究

室 ・学部等で所蔵するものについては未確認であり、正確に把握されていない。

c今 後の郷土資料整備計画

当面は整備する計画がない。

d郷 土資料の所在情報を公開することの是非
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資料の有効利用か らも所在情報 の公開 は必要で ある。

eネ ッ トワーク

現在、広 島地区 に本館 ・医学分館 ・学校教育学部分館、 また、統合移転先の東広島市鏡

山地区 に中央図書館 ・西条分館の計5館 で構成 されている。

それぞれの図書館 はイーサーネ ッ トによる館内LANを 形成 す るとともに、専用回線や

総合情報処理セ ンター システムを形成 し、学内の利用者 に学術情報 を提供 して いる。 さら

に総合情報処理セ ンターのFETEXを 紹介 し、学術情報 ネ ッ トワー クへ接続 し、学術情

報セ ンターを核 とす る全国の大学図書館等 のネ ッ トワークに参加 し、広 く学術情報の収集、

提供 サー ビスを行 って いる。

f電 算化計画の概要

当図書館 では、平成2年 に図書館専用電子計算機を導入 した。主 な機器構成 は、中央処

理装置 に日立製HITAC-6401-30E(CPU-32MB)を 置 き、 その周辺 に磁

気デ ィス ク装置(15GB)を 設置 し、 さらにワ■一一クステー ションを52台 設置 して る。 この

図書館専用機の導入 に伴 い、図書館業務 システム として日立製パ ッケー ジソフ ト 「BIB

LION」 を導入 した。目録 ・雑誌 ・閲覧の各業務を この システム によ り処理 し、生成 さ

れ る目録デ ータを総合情報処理セ ンター システム上 に構築 したOPAC検 索 システム によ

り、学 内の図書 ・雑誌所在情報 を学内利用者 に提供 している。今後の計画 としては、学 内

LANに よる各種 サービスの提供が検討問題 とな ってい る。

g新 館構想

現在広島大学 は、広島大学統合移転計画 のもとに平成6年 度 を最終年度 と して東広島市

鏡 山の新 キ ャンパスに移転中であ る。当図書館 も、 この移転計画 の一環 と して3つ の図書

館 を新 キ ャンパス に建設す ることが決 まっている。

構想で は、南北 に長 いアカデ ミックコアの北地区、東地区及 び西地 区に建設 され る計画

であ り、すでに東地区の図書館(現 西条分館)に っいては昭和57年 に開館 されて いる。ま

た、北地区の図書館(中 央図書館)に ついても平成3年 に建設 され、現在開館 のための準

備作業 を進 めてい ると ころで ある。地下2階 、地 上3階 建 てで延床約15,000㎡ の建物で あ
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るが、 この建物 は工事が2期 に分かれてお り、現在 は1期 工事完了で10,090㎡ の延床面積

で ある。西地区の図書館 は近々着工の予定 となって いる。地上3階 建 てで延床6,111㎡ の

建物で ある。

2.4.11中 国地方総合研究 セ ンター

a郷 土資料の定義

専門図書館協議会中国地区協議会(加 盟27機 関)の 事務局を担 当 している立場で、次の

ように考え、作業 してい る。

すなわち、収集 した資料 のうち、地域 に関す るものを 「地域資料 」と して捉 え、 それ を

北海道か ら沖縄 まで各地域 ごとに分類 している。 この ような立場か らすれば 「郷土資料」

とは、 これ ら地域 の うち、中国5県 に関す る資料及び瀬戸 内に関す る資料を指す ことにな

ろう。当協議会 には、現在、島根県議会事務局、松山大学総合研究所が、 それぞれ加盟 し

ているか らである。

b郷 土資料 の所蔵件数

不明である。 当協議会では、四半期 ごとに加盟各機関 で収集 された 「地域資料」の統一

目録を作成 している。 この中か ら当館の収集 した資料件数 を、前記基準 に従 って数 え上げ

ることは比較的容易で あるが、過去 に遡 って作業す ることは実務的 に困難で ある。

c今 後 の郷土資料整備計画

当セ ンターで は、業務遂行上 、行政や企業 との関わ りが比較的深 いので、当館 と しては、

行政機関や事務所 で作成 された資料 の収集 を従来 にも増 して強化 したい と考えて いる。

d郷 土資料の所在情報 を公開 す ることの是非

当館所蔵の資料について は、原則的 に公開 す るにやぶ さかで はない。ただ し、前記 「地

域資料 目録」について は、 当然の ことなが ら当該各館 の事前了解 を得 る必要 があ る。

eネ ッ トワーク

資料保存 スペースの狭隆化(資 料 の幾何級数的増加 との対比 において)対 策の一環 と し

て、今後、館種 を超 えた人的、物 的な協力の強化 は、 さ らに進んでネ ッ トワークづ くりへ

と向か うであろう。

43



f電 算化計画

電算化済。

当協議会加盟各機関 の電算化 に伴 う総合的 なメ リッ トの追求が今後の課題。

g新 館構築

現在の ところ、計画 はない。

hそ の他、郷土資料 に対す る考え

「郷土」資料 と言 えば、 「郷土」料理、 「郷土」玩具を連想 し、何か 「手作 りの」 とか

「土着 の」 とかのイメー ジが強い。そ こか ら 「特異性」 「稀少性」 とい うイメ ー ジす ら浮

かんで くる。 その意味で創造す る主体 と、創造 され る客体 とが、 ともに 「郷土」 に深 く関

わっていれば異存 を挟 む余地 は全 くない。 しか し、主体か客体か いずれか一方 が多少 とも

「郷土」 に関 わ るな らば、一応 「郷土」資料 と して捉 えることも許 され るのではなか ろう

か。

いずれ に して も、それ らの目録 が、可能な限 り一カ所 に集中 し、確実 に管理(将 来 にわ

たって精度が保証 され る管理)さ れ るな らば、利用者 に対 し、 この上ない利便性 を与え得

るものであると考え る。
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第3章 図書館アンケート
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3図 書館 アンケ・・一ト

3.1は じめに

近年、物質的 に豊か な社会が形成 され、余暇時間の拡大、高齢化 の進行 などか ら生涯 に

わたって学習 し、新 しい知識や学問 を学んでい く必要が高 まって きている。教えて もらう

教育か ら、 自らが進んで学習 し身 につけてい く時代 に変 わ りつつあ る。 その核 となるのが

図書館であ る。 また、情報 ・通信関連技術 に目を向 けると目覚 ましい技術革新 によって、

より高度 で多彩 な情報化が可能 にな った。

中国地域 において は、経済 の国際化 が進む中で産業構 造を重厚長大型か ら軽薄短小へ転

換す ることや、第二次産業か ら新 たな第三次産業への展開、地域 に根 ざ した新 しい流通業

の構築、 あるいは社会、生活面 の高度化を進 め、活力 ある中国地方の創造、バ ランスのと

れた中国地域の発展 を基軸 に、 より豊かでゆ とりの ある社会環境 を構築す る必要が ある。

このため、図書館 の役割 も非常 に重要 にな って きた。 このアンケー ト調査 は、 こう した

環境を踏 まえ、将来、公共図書館、専門図書館 が相互 にネ ッ トワー クを構築 し、蔵書の効

率的 な活用 を図 るための基礎資料 とす るのが 目的である。

3.2調 査方法

調査 は、ア ンケー ト票 を発送、任意記入 して も らい回収す る方法 をとった。調査対象 は、

中国地域(山 口県 、広島県、岡山県、島根県、鳥取県、一部中国地域以外)の 公共 図書館

26、 専門(企 業内)図 書館19、 大学図書館15、 その他の図書館11の 計71図 書館 と した。

このうち、回答 のあ ったの は51図 書館で、回収率 は71.8%で あった。 回収率の内訳 は公

共図書館20(76.9%)、 専門図書館11(57.9%)、 大学図書館13(80.0%)、 その他の図

書館7(63.6%)と な った。

3.2.1パ ソ コ ン ・ワー プ ロの 普及

1.持 って い る(31館)2.購 入 予定 あ り

3.購 入 予定 な し(18館)

(4館)
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第3-1図 端末機の保有

蝶 叉懸 り15淵
購入予定な し(34.0%)

「購入予定な し」の34 .0%に 比べ、 「持 っている」 と 「購入予定 あ り」を加 えると66.0

%に 達 す る。 これは、機器が急速 に高性能化 ・低価格化 したため、各館 でOA化 が進んで

い ることを示 してい る。 また、図書 の閲覧 ・貸出、調査研究 の援助 など、利 用者の要望の

多様化、専門化 に応え ようと して いる。 さらに、人手不足の ための合理化、将来のデ ータ

ベース化 を目的 としたコンピューターの導入 、情報化、 システム化 を図 りたい という関心

が強い ことも示 してい る。

3.2.2

1.持 って い る

3.購 入 予定 な し

モデム(変 複調器)普 及率

(20館)2.購 入予定 あ り

(24館)

第3-2図 モデムの保有

爬 持 っている
曇 購入予定あり

購入予定な し

(7館)

(39.2%)
(13.7%)
(47.1%)

モデ ムは、 「持 ってい る」 と 「購入予定 あ り」 を含めて52.9%で 約半分を占めている。

問2で 「通信機能 のある機器を持 って いる」が31館 あるが、その中で も 「モデ ムを持 って

いる」が20館 含 まれている。 これ は、まだ情報が一極集中化 してお り、中央 の情報を きち

ん と収集で きない と、地方 は情報化社会か ら取 り残 され る恐れ があるためと思われ る。

この ため、商用データベースやJapan-MARCと の接続 も前提 に、機器の導入 が

図 られ ている。
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3.2.3通 信 ソ フ トの普 及 率

1.持 って い る(14館)2.購 入予 定 あ り

3.購 入 予 定 な し(32館)

(5館)

第3-3図 通信 ソフ トウエアの保有

麟 又㌶ り12瑠
購入予定 な し(62.7%)

通信 ソフ トのと ころで は、逆 に 「購入予定 な し」が62.7%を 占めて お り、 まだ ソフ トの

面で はあま り進展がみ られない。 これは、企業間競争 に打 ち勝つために、デ ータベース検

索 などで取 引先 の確保 を図 った り、 あるいは、蓄積情報をベース として新規事業へ の展開

を遂げた りとい った、一段 と高度 な情報利用の必要性が あま りないか らか もしれ ない。 し

か し、 これか らは図書館利用者 も多種多様 な情報 を求 めてお り、今後商用デ 一夕ベースヘ

ア クセスす るための通信 ソフ トの需要 も多 くなると思われ る。

3.2.4オ ン ラ イ ン デ ー一夕 ベ ー ス の 検 索

1.あ る(23館)2.な い (28館)

第3-4図 オ ンライ ンデータベース検索の経験

llllllllある(45.1%)

≡≡ な い(54.9%)

51館 の中で、 「検索 を した ことがある」のは23館 で45.1%あ り、 また、通信 ソフ トを持

っていな くても検索 を した ことの ある館 もあ り、 オ ンライ ンデータベースへの関心 は持た
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れてい るようで ある。

これ は、情報ニーズの高度化、多様化 に対 応す るため、質 のよいデータベースで あれば

外部のデータベースを積極的 に利用 しようという現れで はなか ろうか。

3.2.5CD-ROMデ ッキ(読 み取 り装 置)の 普 及 率

1.持 って い る(12館)2.購 入 予定 あ り(7館)

3.購 入 予 定 な し(32館)

第3-5図CD-ROMデ ッキの 保有

魎 持 って い る(23.5%)
購 入 予定 あ り(13.7%)

購 入 予定 な し(62.8%)

CD-ROMデ ッキは、 「持 ってい る」 と 「購入予定 あ り」を合わせて37.2%で 半分 に

も満 たないところをみ ると、 まだ難 しい状況 である。今 までの問を考 えてみ ると、関心 は

あるが、まだ全体的 には購入予定 まで至 っていないようだ。

しか し、Japan-MARKや 広 辞苑な どもCD-ROM化 されてお り、今後、購入

す る館 も増えて くると思われ る。

3.2.6CD-ROM化 した記事デ ータベー スの購入 をお考えですか。

1.購 入予定 あ り(13館)

2.購 入予定 な し(38館)

第3-6図CD-ROMの 購 入予 定

1旧1あ る(25.5%)

な い(74.5%)

「CD-ROM化 した場合購入 され ますか」の問 いで は、 「購入予定 あ り」が25.5%、
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「予定な し」が74.5%と な り、弊社が現在 出版 してい る索引集 は、今の ところあま り関心

が持 たれていない ようである。 しか し、25.5%が 「購入予定 あ り」 と答えてい るのをみる

と、索引集を必要 としているのがわか る。今後、CD-ROMの 機器の普及 が進 む と弊社

の索引集の購入 も期待 で きる。

3.2.7CD-ROM購 入の価格

1.1万 ～3万 円未 満(10館)2.3万 ～6万 円未 満(2館)

3.6万 円 以 上(0館)4.回 答 な し(1館)

第3-7図

爬

口

CD-ROMの 購入 価 格

1万 ～3万 円未 満(76.9%)

3万 ～6万 円未 満(15.4%)

回答 な し(7.7%)

問8で は13館 しか回答 がなか った。 ここでのパーセ ンテー ジはやや信頼性 に乏 しいが、

10館76.9%が3万 円未満の価格 を望んでいた。 この価格の面 では、出来 るだけ安 いのが い

いのか、あ るいは手頃の価格 な ら、それでよいのか今一つ はっきりしない。CD-ROM

にっいて はまだ関心が薄 いようである。
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3.3瀬 戸 内圏9県 立図書館 と広島地域の大学 ・専図協各図書館 ア ンケー ト

3.3.1目 的

近年、高齢化の進行 や週休二 日制 の普及 などによる自由時間 の増大 によ り、文化的関心

も高 ま り、学習ニーズ も多様化 ・高度化 ・個性化 してきた。

この ため、館内のサービス はもとよ り他館 との連携 も大切 にな って きた。特 にISBN

を持 たず、Japan-MARCな どの図書デ ータベー スに収録 されていない白飴 の郷土

資料 の検索 と、他館の郷土資料 デ ータベースとの横断検索 は、長年 の懸案で あった。

このア ンケー ト調査は、 こう した環境を踏 まえ図書館間のネ ッ トワークを構築 し、蔵書

の効果的 な活用 を図 るための基礎資料 とす るのが目的である。

なお、各県立図書館 にはそれぞれ事情があ り、一部図書館 はネ ッ トワーク構築の試み に

消極的 な図書館 もあった。有力図書館の中 にデータの欠落 しているの は、 このためである。

3.3.2調 査方法

調査 は、ア ンケー ト票 を各図書館 に発送、任意記入 して も らい回収す る方法を主 と し、

一部電話 による聞 き取 り調査を行 った
。調査対象 は、中国地域の県立 ・市立図書館8館 と

広島地域の大学4館 ・専図協2館(企 業内を含 む)を 含み計14館 を対象 とした。

回収の内訳 は県立図書館8(100%)、 大学 図書館4(100%)、 専図協2(100%)

であ った。

3.3.3電 子化 への意欲

① 大分県立図書館

平成6年11月 ごろ

② 岡山県総合文化 セ ンター

平成7年4月 ごろ

約500,000冊

364,600冊(館 内 図書 の み)
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③ 香川県立図書館

平成6年 春ごろ

④ 広島大学図書館

a中 央図書館第1期 平成3年8月

b中 央図書館第2期 不明

c西 図書館 平成5年3月

⑤ 中国地方総合研究センター

約380,000冊

約381,000冊

約1,360,000冊

約294,000冊

約30,000冊

図書館利用者の要望 は、多様化 ・専門家 して きてお り、市町村図書館 において は、図書

資料や人的資源 に限 りがあ り、1館 で は対応出来な くなって きてい る。

このため、読書案内、利用者の要望 に応 える リクエス ト ・サー ビスなどの図書館 内外の

サー ビスを積極的 に行 うため、県立 ・市立図書館で は、新館の建設が予定 されてお り、電

子化への意欲 は並々な らぬ ものがある。 また、新館開館 に合 わせ図書の購入 も多 くな って

きて いる。

3.3.4郷 土資料 ・図書の保有率

① 広島県立図書館(32,895冊)

② 大分県立図書館(18,000冊)

③ 岡山県総合文化セ ンター(20,700冊)

④ 香川県立図書館(32,000冊)

⑤ 福岡県立図書館(15,000冊)

⑥ 山口県立図書館(33,371冊)

⑦ 愛媛県立図書館(20,000冊)

⑧ 広島市立中央図書館(不 明)

⑨ 広島大学図書館(1,400冊)

複本含む

複本 を除 くと13,000冊

平成3年3月 末現在電算化中

パンフレット、逐次刊行物等未収録
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⑩ 近畿大学工学部

⑪ 広島工業大学付属図書館

300冊)

3冊)

第3-8図 郷土資料の保有状況

広島県立図書館

大分県立図書館

岡山県総合文化

香川県立図書館

福岡県立図書館

山口県立図書館

愛媛県立図書館

広島市立中央図

広島大学図書館

近畿大学工学部

広島工業大学付

0 10,00020,00030,00040,00050.000

ここでの郷土資料 ・図書の定義 は暖昧だが、各館 とも複本 を含み多 くの郷土資料 ・

図書 を保有 して いる(第3-8図)。 しか し、多 くの図書館 では、 目録カー ドや図書

館 目録を利用 した本の検索 を して いる。 これ らの郷土資料 ・図書 を集 めて一 つのデ ー

タベース に収録す ると利用者 の利便性向上 は計 り知れ ない。

3.3.5郷 土資料 ・図書の公開

① 大分県立図書館17,000冊)

② 岡山県総合文化セ ンター0冊)

③ 香川県立図書館32,000冊)
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④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

山 口県立図書館(33,371冊)平 成3年3月 末現在公開 を原則

愛媛県立図書館(20,000冊)

広島市立 中央図書館(44,354冊)平 成3年3月 末現在所蔵分

広大付属原爆資料セ ンター(4,282冊)

近畿大学 工学部(300冊)

広島工業大学付属図書館(0冊)

中国地方総合研究セ ンター(120冊)

中国工業試験所(0冊)

第3-9図 所在情報の公開

010,00020,00030,00040,00050.000

大分県立

番川県立

山口県立

愛媛県立

広島市立

原爆資料

近畿大学

総合研究

郷土資料 ・図書を電子化 し、市民 を含 む不特定多数 に検索 を許す場合 、個人の人格 や

プ ライバ シーへの配慮 が重要 である。 このため、各館 に公開 できる郷土資料 ・図書を尋 ね

たのが第3-9図 で ある。

この第3-9図 と前の第3-8図 を比較するとよくわか るが、所在情報で あれば全て公

開 して もいいという館 と、所 在情報 といえ ども公開 に消極的な館 とが あった。
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3.3.6郷 土資料 ・図書の電子化

① 大分県立図書館(0件)

② 岡 山県総合文化 セ ンター(0件)

③ 香川県立図書館(0件)

④ 山口県立図書館(0件)但 し、21,490冊 入力中

⑤ 愛媛県立図書館(0件)

⑥ 広島市立中央図書館(44,354件)

⑦ 広大付属原爆資料 セ ンター(4,282冊)

⑧ 近畿大学工学部(300件)

⑨ 広島工業大学付属図書館(0件)

⑩ 中国地方総合研究セ ンター(120件)

⑪ 中国工業試験所(0件)

第3-10図 郷土資料の電算化率

広島市立

広大付属

近畿大学

総合研究

0 10.000201000 30,000 40.000 50.000

機械可読化を終わった各館は、郷土資料の整理も進んでいる。 ここには現れていないが、

広島県立図書館も機械化を終了、所有する郷土資料の全量 にっいて詳細な整理を済ませて

いる。これから新館を計画 している各館も電子化は時間の問題 と思われる。

3.3.7郷 土資料 ・図書の所在情報公開 〔問6〕

1.一 切公開 しない方が よい

2.プ ライバ シー に係 わ らないものな ら公開 して もよい。
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大分県立図書館

中国地方総合研究センター

・ 冊子目録ならよい

回答なし

・ 電子化(デ ータベース)し てもよい

近畿大学工学部①

3.原 則としては公開すべきだ

岡山県総合文化センター

香川県立図書館

福岡県立図書館

山口県立図書館

愛媛県立図書館

広島市立中央図書館

広大付属原爆資料センター

広島大学附属図書館

広島工業大学付属図書館

中国工業試験所

第3-11図 所 在 情 報 の公 開

Ulllll卜・…・プ ラ イバ シー に係 わ らな い

もの な ら公開 して も よ い

iiii……原 則 と して は公 開 す べ きだ

郷土資料 ・図書 を電子化 し、一般の人 も含め多 くの人を利用対象 とす るとき、個人の人

格やプライバ シーの保護 に配慮 しなければ な らない。 そこで、各館 に人権 との絡 みで公開
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で きる郷土資料 ・図書の冊数 を聞 いたのが第3-11図 で ある。

3.3.8デ ータベースの利用者制限

1.構 築に協力 した協議会会員だけ

2.協 議会会員と協議会が認めた公共図書館

3.協 議会会員 と協議会が認めた公共図書館 と大学 ・公共の研究所

大分県立図書館

近畿大学工学部

4.協 議会会員と協議会が認めた公共図書館と大学 ・公共の研究所と企業

5.協 議会会員と協議会が認めた全て(一 般者の利用を含む)

岡山県総合文化センター

香川県立図書館

福岡県立図書館

愛媛県立図書館

広島市立中央図書館

広大付属原爆資料センター

広島大学附属図書館

広島工業大学付属図書館

中国工業試験所

6.そ の都度協議会で検討する

中国地方総合研究センター

7.そ の他

山口県立図書館 「市販マークをベースにデータベースを構築 しているの

でその著作権が問題 となる。J-BISK、 東販TRC、 自力入力なら問題なし」
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第3-12図 アクセスの制限
lllllill－

修 ・

・一…協議会会員 と協議会が認 めた

公共図書館 ・大学 ・公共研究所
・…協 議会会員 と協議会が認 めた

一般 も含む全て

・その都度協議会 で検討す る

その他

今 回構築す る郷土資料デ ータベースは、公共専図協大学 と性格 の異 なる各館が参加 した

ので利用者制限の考え もそれぞれ違 っている。

「協議会 と協議会が認 めた公共図書館 と大学 ・公共の研究所」(15 .4%)、 「協議会 と

協議会 が認 めた一般 を含 む」(69.2%)、 「その都度協議会で検討す る」(7.7%)、 そ

の他(7.7%)と なって いるご概ね一般利用 を含めた全ての人 に利用 という意見が多か っ

た。

これ は、デ ータベースの構築が本来利用者サー ビスが目的で あるため と思 われ る。全 て

を公開 してデ ータの使途 は、利用者の責任 に委ね るの も一 案で はなかろ うか。

3.3.9電 算化 ・ネ ッ トワーク化

1す でに電算化 している

中国地方総 合研究 セ ンター

2す でに電算化 ・ネ ッ トワーク化 してい る

a広 島市立中央図書館

i広 島市立中央図書館オ ンラインネ ッ トワーク シス テム 昭和58年5月 開

始。平成3年3月 末現在、広島市立中央図書館10館 がオ ンライ ン化。資料

点数約90万 冊。

血 広島市立中央図書館資料のネ ッ トワーク化 平成2年9月 開始 。互 いの

館 に相手館 の資料を検索 出来 る端末機を設置 し、 コン ピューター ・オ ンラ
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イ ン検索サー ビスを行 う。

b広 島大学附属図書館

i昭 和57年 よ り業務処理の効率化及 び学内 における学術情報サ ービスの向

上 を目的 に目録所在デ ータベース構築 を開始 。現在、55万 冊がデ ータベー

ス化 され、独 自の システムで学 内利用者 に提供 され ている。

li昭 和62年 よ り全 国的 な学術資料 の相互利用 の向上 を目的 に構築 されたネ

ッ トワ一一ク システムである。学術情報ネ ッ トワ・一一ク(NACSIS)と 接

続 し、全国 目録所在デ ータベース構築 に参加。現在5万5,000冊 を広大情

報 として登録。

c近 畿大学工学部

i学 術情報 ネ ッ トワー ク(NACSIs)と 広島大学附属図書館 とを接続

し、全国 目録所在デ ータベース構築 に参加。東広島 と呉キ ャンパスに接続。

館内 は構内LANを 利用。

3.電 算化の み考えてい る

4.電 算化 ・ネ ッ トワーク化 を考えてい る。

a大 分県立図書館

本年度中 に契約 し、平成6年 稼働 に向 け準備を進 めてい る。現在所蔵 し

てい る資料 は、それ までに全 て入力 の予定。データベース は 「豊 の国 ネ ッ

ト」(パ ソコン通信)を 通 じ一般 に開放す る。

b岡 山県総合文化 セ ンター

新館開館後 に電 算稼働。開館後、ネ ッ トワーク化を進 める。(県 内公共

図書館 か ら)

c香 川県立図書館

開館時 をめどに、希望す る公共図書館 などに当館 の所蔵情報 をオ ンライ
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ンで提供する。

福岡県立図書館

平成7年 度電算化予定。平成13年度にネッ トワーク化を予定。

山口県立図書館

平成4年5月 稼働に向けて現在準備中。今年度中に、昭和45年 以降受け

入れた図書について入力。それ以前については、平成7年 までに遡及入力

の予定。

システム開始と同時にパソコン通信によるアクセスが可能。平成5年 か

ら県内高度情報通信網による利用が可能となる。

愛媛県立図書館

広大付属原爆資料センター

広島工業大学付属図書館(別 紙参照)

中国工業試験所

考えていない

第3-13図 電算化 の計画

llllllll・

修 ・

・・…す で に電 算 化 して い る

・… ・す で に電 算 化 ・ネ ッ トワー ク

化 して い る

電 算化 ・ネ ッ トワー ク化 を考

え て い る

「電算化 あるい は電算化 ・ネ ッ トワーク化 してい る」 は(23 .1%)、 さらに 「今後電算

化 ・ネ ッ トワー ク化 を考 えている」(69.2%)を 含 めると、全館何 らかの形 で電子化を検

討 、あるいは実施 段階 にある。 これ は、高度情報社会が叫ばれ、物質的 に豊か な社会が達

成 され、余暇時間の拡 大、高齢化の進行などか ら① ニーズの多様化 ・高度化②情報 ・通信

関連技術の高度化③OA、FA化 が進み機器の価格の低下 一な どが原因 と考 え られ る。

また、職員の慢性的 な不足、当面の仕事 に手一杯な職員の仕事量軽減 も大 きな理 由で あ
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ろ う。

県立図書館 では、電算化 ・ネ ッ トワー ク化構想が多 く、新館建設 に伴 うデ ータベース化

が活発化 してきている。その規模 も大きく、大型汎用機を用いて事務の電算化 も併せて行

うようで ある。

また、大学 では技術革新の急進、国際化 、情報化 などの進展 に伴 って著 しく高度化 ・多

様化 して きた。 そのため、情報の迅速な入手 が要望 され、業務のコ ンピューター化が進ん

だ。具体的 には、 自館でのデ ータ ベースの構築 はもとよ り、学術情報 セ ンター(現 在国立

大学全国共同利用機関)の 開発 した、学術情 報ネ ッ トワー ク(NACSIS)と 各大学図

書館 を接続 し、全国目録所在デー タベース構 築 に参加 している。効果 として、理 ・工系学

部など情報の迅速 な入手が致命的 になっていた研究者の要望に応え ることが出来 るように

なった。

3.3.10デ ータベース化へ問題点

a大 分県立図書館

外 よ り新たな作業要求 がない限 り内部作業 はない。

b岡 山県総合文化 セ ンター

上記 目録をそのままデータベース化 す る(デ ータ項 目を増 やさない)の であれば

負担 はない。

c香 川県立図書館

デ ータベースの運用段階で、当館の所蔵情報 に変更が生 じた場合 の連絡な ど。

d福 岡県立図書館

特 にな し

e山 口県立図書館

特 にな し

f広 大付属原爆資料セ ンター

分類、整理 の実務能力の不 足
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g広 島大学附属図書館

未入力図書 について遡及入力す る作業が必要 となるが、 これ らデータは本学OP

ACへ 反映 させ るために、データベース仕様 は学術情報セ ンターの登録仕様 に合わ

せ ることが必要 となる。

h中 国工業試験所

i電 算化ネ ッ トワーク化のため予算措置の問題。特 に運用 のための人 の張 りつ

けが問題 であ る。

li瀬 戸内海 に関す る海洋関連デ ータは研究資料 と して有 しているが、将来 これ を

デ ータベース化す ると した ら、 その時の入力の手間をど うす るかが問題。

デ ータベース化へ の最大の問題点 は、予算で ある。限 られた予算内でハ ー ド ・ソフ トを

選択 しなければな らない。構築 にあたっては、図書館業務に精通 してい るのはもちろん、

デ ータベースに関 しても十分 な知識が必要 だ。 このため、人材 の育成 が急務で ある。

また、構築後 も、 キーワー ド抽 出の ための辞書やデ ータの更新 ・追加 などのメ ンテナ ン

ス、エ ン ドユーザ ー管理 を含むセキュ リテ ィーな ど日常の運用 をどうす るか、 その要員 を

いかに確保 す るか など問題が多い。
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第4章 郷土資料データベース
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4.2.5期 待 され る効 果

4.3書 誌デ ー タベー ス
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書 誌 デ ー タ項 目統 一 の可 能性





4郷 土資料データベース

4.1構 築の目的

図書 の書誌データをあまね く電算化 して、全ての書誌デ ータを検索の対象 とす る意義 は

極 めて大 きい。 しか し、図書の中でも郷土資料 と言われ るものの中 にはJapan-MA

RCな どの対象 とな らないマ イナーな図書が少 な くない。 しか し、 なか には研究論文やs

ユーズ レター、回覧雑誌 などで是非 とも検索の対象 としたい文献 も含 まれて いる。

本研究 の目的 は、 こう した各種MARCの 対象か ら外れた図書 の電算化で ある。 しか し、

別 項で触れ るように、各館の郷土資料 につ いての定義 はさまざまである。各館 は現 に、J

apan-MARCな どに収録 され ている図書 を含めて郷 土資料 として扱 ってお り、 そこ

にはそれ相 当の理由が ある。

これ ら図書 を対象か ら外す ことは現実的 な処理 とは言 い難い。そ こで、各館の実情 に則

した形で処理す ることとし、既 に各種 の図書デ ータベース に含 まれてい る図書 にまで対象

を一部拡大 した。

4.2郷 土資料

4.2.1郷 土資料 の定義

郷土資料の定義 はまちまちである。強いて挙げれば 「郷土 に関す る資料」 とでも言え る

か も しれ ない。専図協 と公共図書館 とは若干の相 違が ある。公共図書館同士の間で もニ ュ

ア ンスに相違がある。

岡山県の場合 、郷土出身作家の著書を郷土資料 として扱 い、香川県で は弘法大師 に関連

す る図書 を郷土資料の中核 に据え、高野山 にも協力を求めて収集 に努力 して いる。大分県

は郷土の先哲に関す る図書 は、 それがいか に著名な人物 の一般的 な図書で あっても全て郷

土資料 と している。

岡山県の郷土 出身作家 には、内田百聞な ど地方区 とは言 いがたい著名 な作家が含 まれて

いる。香川県の弘法大師 ・空海 は真言密教の開祖 として歴史 上欠 くべか らざる人物で ある。

郷土資料 として扱 う理 由は存在 しないか に思える。

しか し、各館 は郷土 の誇 る著名 な作家、歴史上の人物 に敢えて郷土資料 として特別 な地
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位 を与え、重点的な収集 、選書の対象 として 白飴の特 徴を出そうとして いる。そ こには永

い伝統 と各館 の事情が あ り、東京都が夏 目漱石 を郷土資料 とす るの とは違 うのである。

この研究では当初、

① その地 で出版 された発行部数の少 ないマイナーな図書

② ほかで は見る ことが出来 ない資料 であ り、Japan-MARCな ど一般的な書誌

デ ータベースに収録 され ない文献

③ 場合 によっては出版の名 に値 しない論文、回覧雑誌な どの文献 も包含

一と
、考えていた。

ところが、調査 を進 めてみ ると先 のように各館 の考え には大 きな幅があ り、一様な定義

で型 にはめることは困難だ と分か った。そ こで、各館の定義の違 いを承知 のうえで、各館

の郷土資料 をその まま対象 とす ることと した。定義 の差 はあって も、現在各館が郷土資料

と して いる図書 を即 そのまま検索の対象 とす るほうが便利 だか らである。

4.2.2郷 土資料 の現状

各館の保有す る郷土資料 はざっと金蔵番数 の数%か ら十数%、 冊数にす ると2万 ～3万

冊程度 である。協力各館を合算す ると20万 ～30万 冊 に達 す るとみ られ る。所謂、郷土資料

の場合 は電算 システムなどか らのデ ータ読 み込 みが出来な いものも多い。協力各館の全量

を再パ ンチす るのは極 めて困難 である。

広島県立 ・市立 あるいは山口県 のように電算化が終了、 または終了間近 な図書館の場合、

電算 システムか ら直接デ ータを吐 き出せば済 む。 しか し、各館 にはプ ライバ シーなどさま

ざまな事情が あ り、 システ ムか らの吐 き出 しや所在公表が困難な ところも少 な くない。

郷土資料電算化 の成否 は、データをどうい う形 で収集で きるか、各館の協力 をど う得 る

か一にかか ってい る。30万 冊を手作業で再入力 す るのは極 めて難 しい。

4.2.3デ ータの入手方法

データの入手 は、既 に電気的符号 になったデ ータ、例 えばコ ンピューターか ら出力 した

磁気テープ、あ るいはフロッピーデ ィスクなどが望 ま しい。無駄 な労力を省 く意味か らも

再 パンチは可能 な限 り避 けたい。
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先 の 「瀬戸内海 に関 す る図書総合目録 一海運の部」は、広島県立で既 に電算化済みで あ

り、同館 の協力が得 られ るな らデータの取 り込 みは極めて容易で ある一と考えたが、図書

館側 の事情か ら再 パンチせざるを得なかった。また、 これ まで瀬戸内圏6県 で交換 して き

た冊 子体 の目録 も一応活字 の印刷で ある。 ワープロなどを利用 したものだが、一度電気的

な符 号化 という洗礼を受 けたもので ある。

これ らデ ータを入手 で きれば、残 る処理 はデータ変換 だけで ある。

4.2.4デ ータの変換

現在 、市販 されてい るワープ ロは十数種 に上 る。同一 メーカーで も種 々の型式が あ り、

メーカー内でさえ互換性 のないもの も少 な くない。 また、数社の写植機 メーカーの機器 も

メーカー間 での互換性 はない。 しか し、以下の通 り各機種 ともデー タだけな ら何 らかの形

で互換性 を持 たせ ることが可能で ある。

①MS-DOS、 あるいはUNIX上 にワープ ロソフ トを乗せて ワープ ロとして動作

す る

② フロッピー ・ベースでの互換 はな くて もデ ータを通信で転送 して互換を図 る

③ 写植機 などその ままで は互換が困難 な場合、変換 のためのテ ーブルを用意 して互換

を図 る

この ように何 らかの形 で互換 を図 ることは容易で ある。③の場合、別途テーブルを用意

す る必要が あるが、多 くの場合既 に変換 のためのテーブルが用意 されて いる。一部 のJI

S規 格 の制定以前 に作 られ た文字 コー ド、例えば大 日本印刷株式会社の システムの ように

JIS規 格 に先行 して文字 コー ドが誕生、JIS規 格 との間 に論理的脈絡 のないコー ドも

存在 す るが技術的 な問題 はない。

4.2.5期 待 され る効果

書誌デ ータを 「いっ でも、 どこで も、誰で も」 一検索出来 る システ ム作 りは18世 紀 に始

ま る万有書誌への挑戦以来、人類 の夢 であった。 それがコ ンピューターの発達 で今 まさに

実現 しようと してい る。

米国 では国立図書館 が 自館の蔵書 に限 るとはいえ、 ほぼ目的 を達 しっつ ある。英国 でも
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大英博物館 の図書部(現 国立図書館)が 遡及年 度 を限 った とはいえ完成 に近づ いた。

日本で も、 やや タイム ラグが あるとはいえ、精度の高い官製 のJapan-MARCが

あ り、流通 システムの支援 を目指 した民間 の図書デ ータベースが る。 この希望 に満 ちあふ

れた現実か ら取 り残 され ようと して いるのが郷土資料で ある。

今回のデータベース は、 こうした既成のデ ータベースか ら取 り残 された図書 を救済す る

のが目的で ある。

既成のデータベースに収録 され ない図書 は、当然 なが ら発行部数の少 ないマイナーな図

書で ある。 その多 くは一般市民が興味 を持ち手 にす ることは稀で ある。従 って、その書誌

デ ータも検索の対象 となるの は稀 である。が、それで もデ ータベース化 は必要で ある。

デ ータベースの本来 の機能 は、全 てを網羅的、系統的 に検索す ることにある。例えマイ

ナーな文献 といえ ども、検索か ら漏れてはな らない。1年 に1回 しか検索 の対象 とな らな

い図書 でも、検索の可能性が ある以上、その要求 には応えなければな らない。

大学 や民間 の シンクタンクには、 そうした需要 も少 な くない。加 えて近年その必要 が叫

ばれてい る原爆資料 には手書 きの手記 などマイナーな文献が少な くない。

4.3書 誌データベース

デ ータベースの フォーマ ッ トはそれぞれ工夫が凝 らされ、 よ り使 いやすい形 に改良 され

て今 日に至 っている。昨今 の機器性能の向上 は こう した動 きに拍車 をか け、電算化 を推進

中の図書館 は競 って新 システムを導入 してい る。全国 の図書館電 算化率 は規 模の大小 はあ

るものの50%に 近づ いてい るもの とみ られ る。

なかでもパ ソコ ンなど小規模 な システム による電算化 は極 めて効率的で、町村 レベルで

は こうした形での処理 も増加 してい る。 これ らの システムは、 パソコンやワープ ロを利用

す る場合 もあ り、図書館職員が余技 として処理す る例 さえあ る。

電算化 といえば、す ぐ大型汎用機を思 い浮かべ るが、最近 の機器 は小型機 で十分 に処理

が可能 である。UNIX系 の所謂 ワークステー シ ョンの中 には100MIPS(1秒 間 に1,

000,000回 の演算をす る能力)を 超え る機種 もある。 ダウンサイ ジングと言 われ る所以で
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ある。

世界 中にネ ッ トワー クを張 り巡 らせ た米国の大手航空会社で さえ汎用機 をUNIXと リ

プ レースす る時代で ある。県立図書館 レベルの電算化 もUNIXで 十二分 に可能で ある。

ひ と頃の 「金 のかか る電算化」 一は、 もはや過去 の話 とな った。単 に金がかか らないばか

りでな く、データの検索(Search)、 並べ替え(Sort)な どコン ピューターが最 も得

意 とす る分野であ り、速 くて、正確無比 であ る。 コンピューター導入 によって浮 いた時間

を活用すれば人員 の抑制 にもな る。

ただ、問題 とな るのは電算化 に当たってのフォーマ ッ トは各館 まちまちで ある。加えて

図書館 はいずれ も目録規則 に忠実 である。目録規則 は業務を手作業 に頼 っていた時代や コ

ンピューターが未成熟 で漢字処理が十二分でなか った時代 には確か に有効で あった。 その

精細な規約 は驚 くばか りで、半ば芸術品です らある。

しか し、今 日の ようにコンピューターが進歩 した時代 にはそぐわない点 も少 な くない。

書誌データベースの目的が、図書館利用者の求めに応 じ図書 の内容を確認 し、検索 し、そ

の所在 を明 らかにす る。 あるいは過去の利用頻度を調べ、新 たに購入す る図書 の選書 に役

立て る統計処理程度で あれば、 もっと簡易 な方法で十二分で ある。

Japan-MARCやTRC-MARCな ど各種MARCが 混在す るの も大 きな問題

で ある。半 ば流通支援 の ツールとして構築 された書籍取次業者のデ ータベースは、やむを

得 ない としても、そのほかは統一 して一元運用す るのが望 ま しい。 ど うにか して一本化 し、

官民一体 でよ り良 いデ ータベースを整備す る道を探すべ きである。

4.3.1MARCの 乱立

本研究 の対象 として取 り上げたMARCは 、以下 の5種 で ある。

①Japan-MARC

② 日販MARC

③TRC-MARC

④ 大阪屋MARC
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⑤UNIMARC

MARCは1961年 、米国 の議会図書館(LibraryofCongress:LC)の フ ォーマ

ッ ト試作 に始 まったの は周知 の通 りで ある。1969年 にはLC/MARCと して頒布 サービ

スを開始 し現在 に至 っている。

わが国のMARCも 基本的 にはLC/MARCに な らった もので ある。わが国で は、ナ

ショナル ・ライブラ リー 「国立国 会図書館」のJapan-MARCが 指導的役割 を果 た

し、米国のLC/MARCに 相当す る。

Japan-MARCは 、第6章 で詳述す るように、 フ ィール ド・ブロ ックを①識別②

コー ド化情報③記述 ブロック④注記⑤書名 アクセス ・ポイ ソ トーか らな り、サブフ ィール

ドは49及 び精緻を極 めて いる。 そ こにはナ シ ョナル ・ライブ ラ リーとしての自負が うかが

える。

国会図書館 は、MARC作 成 に当た って、A、B、C、D、Eの5段 階の基準 を設 け、

業務 の合理化 を図 っている。納本の大半 を占めるAラ ンクの整理 は、Japan-MAR

Cの 全 ての検 索を可能 にし、B以 下Dは 簡略整理 の図書 として同図書館 の分類記号 ・ND

LCな ど一部の整理 を省略 してい る。

ナ ショナル ・ライブラ リーの面 目躍如 というほかないが、

①出版か らMARC整 備 までのタイムラグ

②MARCへ の収録漏れ

③児童図書 のMARC不 備(児 童図書 はCラ ンクで整理 されてい る)

一など利用す る図書館側 の不満 もある。特 に、納本の対価が市価の約半値 と安 く、出版業

者 は納本 を喜ばない。加えて、業者の意識 にも問題が あ り完全納本 には程遠 いのが現状 で

ある。

4.3.2Japan-MARCの 強化

①の タイム ラグは出版社 に出版の都度 フロ ッピーに入力 したMARCの 提出 を義務づ け

国会図書館 は電子化 されたMARCの 点検管理 だけに徹すれば片づ く。 また② のMARC

への収録漏れ は、納本 によって初 めて著作権が生 じるなど、 「納本 しなければ損 である」
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との感覚 を出版各社 に植 えつ けれ ば足 りる。

こう して国会図書館 の業務が合理化 できれば、MARC整 理 のランク付 けも不要 とな っ

て、児童図書をCラ ンクで整理 す る必要 もな くなる。

出版社 に対す るMARC提 出の義務づ けは、さほどの困難 は伴わ ないと考え られ る。既

に特許出願で は先例が ある。納本 しなければ著作権が生 じない システムと併用すれ ば、 こ

れ ら課題の解決 は可能 である。

こうして名実共にナ シ ョナル ・ライブ ラ リーにふ さわ しいMARCに なれば、民間MA

RCの 混在で公共図書館 を混乱 させ ることもな くなると思われ る。

民間 の 日販MARCやTRC-MARCは 、それぞれ独 自の工夫 を凝 らしてい る。以下

第4-1表 か ら第4-7表 にその概要 を示す。

このMARCを 利用す る図書館 もまた独 自の改良を重ねて、 自館 の特徴 を出 している。

この種 のデ ータベースは、 あま り個性 を発揮 しない方が互換の点か らは優 れているが、各

館 の工夫 には見 るべ きものが多 い。

4.3.3工 夫を凝 らす各県立図書館

新潟県立図書館の構 想 はユニークである。その基本 はネ ッ トワークと効率化 ・省力化 で

ある。なかで も注 目され るの は、全県下の公共図書館の蔵書 を一元管理す る点にある。

フォーマ ッ トは第4-8表 の通 り、88項 目か らな り、所蔵デ ータ項 目と して一元管理の

ための市町村 コー ド以下7項 目を用意 している。 これだ け項 目が多 い と入力作業が大変だ。

当然 なが ら職員 の少 ない町村の図書館か らは苦情が出ると思 われ るが、 そのための配慮 も

ある。

88項 日中、10項 目余 を責任表示 と して必ず入力す ることを求め、その他 の項目につ いて

は各館の 自由 に任せ ている。求め る文献 にたど り着 く一とい う点 では これ で必要に して十

分で ある。中四国の各県 を これだ け詳細 なデータ項目を持 って いる図書館 はない。

青森県 の意気込み も素晴 らしい。1990年6月 、県立図書館 コン ピューター システム検討

委員会 を設置、同年9月 には報告書 を提 出 し、 「青森県MARC」 一の必要性 を訴えてい

る。
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報告書 は、業務の合理化 と書誌的 内容の統一 を図 るためにはMARCが 必要で あ り、各

館が市販MARCを 任意 に使用 してはMARCの 非共通性が生 じて、ネ ッ トワークの効率

的利用や相互貸借の円滑化が損 なわれる一と して、

① 青森県MARCは 県立図書 館が責任を持 って管理 し、県内公共図書館の多様 なサ ■一ー

ビスに対応す るにふ さわ しい書誌 内容を持 たせ る

② 青森県MARCと 市販MARCを 即時のユ=一 ク ・ナ ンバーで結 び、各館 の互換 を

容易 にす る

③ 郷土資料 について も積極的 に書誌情報 を収集、網羅 性を高 める

の3点 を挙 げて いる。

構想 は新潟県同様 に斬新 である。各種MARCの 上 にさ らにMARCを 創設、屋上屋を

架す懸念があ るが、心意気 は見習 うべ きものが あ る。

4.3.4瀬 戸内圏の場合

瀬戸内圏で も新館建設 に伴い 「文化 の森総合公園」 として図書館のほか、博物館 、近代

美術館、文書館、21世 紀館 を統合 した徳島県や、 これか ら新館 を建設 しようとしてい る岡

山県、香川県、大分県 の各館が独 自の構想 を打 ち出 して いる。 また、山口県 は 「県内の ど

こか らで も、 いつで も、誰 で も書誌デ ータを検索 で きるオープ ン システム」を目指 して、

システム構築 を急 いでお り、本年5月 にも稼働 す る。

4.3.5書 誌デ ータ項目統一 の可能性

図書館の電算化が進む に従 って、コ ンピュー ター ・メーカーの既成 ソフ トを利用す ると

ころが増 えてい る。入力 には各種 のMARCが 利用 され る場合 が多 い。フ ォーマ ッ ト統一

の環境 は次第 に整 ってきた。

しか し、各図書館 ともこれ までの伝統が あ り、図書館 それぞれの事情が ある。既成の ソ

フ トを利用す るに して も、 自館で手直 しし、 白飴 の事情 に合 うよう工夫す るのが一般的 で

ある。フォーマ ッ トの統一 は簡単 ではない。加 えて操作 を容易 にす るため、通信手順(プ

ロ トコール)を 設定す る図書館が少 な くない。 これが システム間 の相互接続 をさ らに困難
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にす る。

近年発達 が目ざま しいゲー トウェイなどを利用すれば、異 なる システム間での接続 も可

能で ある。異機種間 を接続す るオープ ンシステムの技術 も年 々進歩が 目ざま しい。技術的

な問題 は遠 か らず解決す るであろう。

第4-1表Japan-MARCの 書誌デ ータ要素(1)

文字モ ー ド
サ ブ フ ィ 繰有ブ イ ー ブ イ ー フ ィ ー ル

ル ド ・ ル ド識 ド名 一 ル ド り無 英 漢 サ プ フ ィー ル ド名

プ ロ ツ 別子 識別文字 返 数
ク し 宇 字

001 レ コ ー ド ○ レ コ ー ド ・コ ン ト ロ

識 識別番号 一ル番号

別 OlO 国際標準 A ○ ○ ISBN
プ 図書番号
口 020 全国書誌 A ○ 国 名 コ ー ド

ツ 番号
ク B ○ 全国書誌番号(JP

番号)

100 一般的処
A ○ フ ァイルに入れ た 日

理デ ータ 付
コ (固定 フ ○ 予備
| イ ー ル ド ○ 刊行年
ド 35桁) ○ 予備
化 ○ 対象利用者 コー ド

情 ○ 官公庁刊行物 コー ド
報 ○ 改 変 レコー ドコー ド
ブ ○ 目録用言語コー ド
口 ○ 予備
ツ ○ キ ャ ラ ク タ ー ・セ ッ

ク ○ ト予備
101 著作の言 A ○ テキス トの言語

語(翻 訳 C ○ 原文の言語
ものに適

用)

251 書名 と著 A ○ 書名
記 ～ 者 に関す B ○ 副書名
述 259 る事項 D ○ 巻次、開次、年 次等
プ F ○ ○ 著者表示
口 W ○ 資料種別表示
ツ

ク 265 版 に関す A ○ 版表示
る事項
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第4-2表Japan-MARCの 書誌 デ ー タ要 素(2)

文字モー ド
ブ イ ー ブ イ ー フ ィ ー ル サ プ フ ィ 繰有
ル ド ・ ル ド識 ド名 一 ル ド り無 英 漢 サ ブ フ ィー ル ド名
プ ロ ツ 別子 識別文字 返 数
ク し 字 字

270 出版に関 A ○ 出版地
する事項 B ○ 出版社

記 D ○ 出版年月

述 275 形態に関 A ○ ペー ジまたは冊数

ブ
する事項 B ○ 大 きさ

280 叢書名に A ○ 叢書名
口 関する事 B ○ 叢書番号

項 D ○ 副叢書名
ツ F ○ 副叢書番号

ク 291 多巻もの A ○ 書名
～ の各巻の B ○ 副書名

299 書名と著 D ○ 巻次、同次 、年次等

者に関す F ○ ○ 著者表示
る事項

注 350 注記に関 A ○ ○ 一般注記

記 する事項
ブ 354 同 A ○ ○ 翻訳書の原書名
口 360 同 A ○ 装丁
ツ B ○ 定価
ク 377 同 A ○ ○ 内容項目

書 551 書名の読 A ○ ○ カ タカナ形

ア 名 ～ み
占ク ア 559 X ○ ロ ーマ 字 形

セ ク

ス セ B 占 ○ 漢字形(所 在 フ ィー
・ ス ル ドの識別子)

ポ ・ ↓イ ポ D ○ 巻次の読み
ン イ

ト ン 580 叢書名の A ○ ○ カタカナ形
・ ト 読み

占ブ ・ X ○ ロー マ字 形

ロ ブ

占ツ ロ B ○ 漢字形(所 在 フ ィー
ク ッ ル ドの識別子)

ク ↓D ○ 叢書番号
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第4-3表Japan-MARCの 書 誌 デ ー タ要 素(3)

文字モ ー ド
サ ブ フ ィブ イ ー ブ イ ー フ ィ ー ル 繰有

ル ド ・ ル ド識 ド名 一 ル ド り無 英 漢 サ ブ フ ィー ル ド名
プ ロ ツ 別子 識別文字 返 数
ク し 字 字

591 多巻もの A ○ カタカナ形

～ の各巻の
ア 599 書名の読

み
X ○ ロー マ字 形

ク B ○ 漢字形(所 在 フ ィー
ル ドの識別子)

セ D ○ 巻次の読み

ス 主 650 個人件名 A ○ ○ カタカナ形

● 題 X 占 ○ ロー マ字 形

ポ 分 B 占 ○ 漢字形

イ 析 658 一般件名 A ○ ○ カタカナ形

ン ブ X 占 ○ ロー マ字 形

ト 口 B 占 ○ 漢字形

■

ツ 677 NDC A ○ ○ 分類記号
685 NDLC A ○ ○ 分類記号(か な付)

ブ ク 分類
占X ○ 分類記号(ロ ーマ字

口 付)

ツ 751 著者名の A ○ ○ カタカナ形

知 読み
占ク 的 ～ X ○ ロー マ字 形

責
任
ブ

759 B 占 ○ 漢字形

口 791 多巻もの A ○ ○ カタカナ形

ツ の各巻の
↓ク ～ 書名の読 X ○ ロー マ字 形

み
↓799 B ○ 漢字形

ロ ー カ 905 NDLの A ○ 請求記号
ル ・ユ 請求番号
一 ス ・

◆

フ ロ ッ

ク

(注)〇 一〇 は対 で繰 り返 し有 りを表す
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第4-4表UNIMARCの 書誌デ ータの構成

ブ ロ ック ブロック名称

0 識別 ブロック

*

レコー ド作成機関が与え る番号、ISBN、ISSN

などレコー ドを同定す るコン トロール番号な どか らな

る。

1 コー ド化情 報

ブロ ック*

刊行年、出版国、使用言語、使用 キ ャラクター ・セ ッ

ト、デ ータの種別などのコー ド化 したデ ータか らな る

2 記述 ブロ ック 書名(誌 名)と 著者表示 、版次、出版地 ・出版社、形

態記述 などか らなる

3 注記 ブロ ック 著作 の種 々の面 を自由に記述、 または記述 ブロ ックの

補足説明 をす るデ ータか らなる。

4 記 入 リンク ・

ブ ロ ック

他の レコー ドとの リンクを示すデ ータな どか らなる。

リンクの仕方 に階層 リンク(多 巻 もの と各巻 ものなど

の上下関係)、 水平 リンク(原 書 と翻訳書な どの異版

関係)、 歴史的 リンク(改 題前の雑誌 と改題後の雑誌

などの年代関 係)が ある。

5 関連書名 ブロ

ック*

アクセス ・ポイ ン トとして使用 され る書名(詩 名)か

らな る。

6 主題分析 ブロ

ック*

分類記号、件名 に よる主題を示すデータか らな る。件

名典拠 レコー ド番号 によ り、典拠 フ ァイル と リンク付

けが ある。

7 知的責任ブロ

ック*

著作の責任 を持 つ個人名、団体名、家族名か らな る。

著者名典拠 レコー ド番号 によ り、典拠 フ ァイルと リン

ク付 けが ある。

8 国際的使用予

備ブロック

レコー ドに関 して責任 を持 つ機関、所蔵デ ータなどの

デ ータか らなる。

9 ロ ー カ ル ・ユ
◆

一 ス ・ フ ロ ッ

ク

各館 で使用の ための予備エ リアである。

(*主 に検索 時 の キ ー ワー ドとな るブ ロ ッ クで あ る。)
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第4-5表 日販MARCの 書誌デ ータ要素

英

数

字

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

カ

ナ

○

○

○

○

○

漢

字

○

○

○

○

○

○

○

○

名目項

グ

次

げ

劃

創

↓

2

3

助

価

価

)

円

θ

円

円

国

名

次

ン

巻
二

人
一

書

コ

補

号
一

一

ー

一

項二一ーーーー象番ココココ4名ズ巻一ズレ名類書社類品一2レト分図版キ他ズーズト一次数〃〃〃対準出分製注次巻進標ーーー0受一リ一巻リズ〃〃十際ドN館ズーー読国一一書リシリーシリCーコ〃〃L図りシD田籍Pーシ副シシ副副件N講定特岱書N******

英

数

字

○

○

○

○

○

○

○

カ

ナ

○

○

○

○

○

○

○

漢

字

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

名目項

グ

グ名ナ数次ン示示記名名名次ン

示

容

地

社

社

版

日

さ

数

称

名

力

回

一

名

表

注

言

去

月

ジ

書

レ

表

者

善

書

レ

者

版

版

売

年

き素本ト編者般ト編者テ
一冠次訳次訳そ書副検配春巻版著著一原書副春巻著署内出出発図発大ぺ***********

*印 基本情報項目
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第4-6表 大阪屋MARCの 書誌デ ータ要素

英
数
字

○
○
○
○
○
○
○

カ

ナ

漢

字

名目項

ド

数

分格一年ズドコジ一区社版イコ一者版類価出出サペ分署

英
数
字

○
○
○

カ

ナ

○

○
○
○
○
○
○

○

漢

字

○
○
○
○
○
○
○
○
○

名目項

記
名
地

名

ドむ123一含名名名名在社Lコ次善版PN巻害者者看客版PB名S書副署著署内叢出出OJJ

第4-7表TRC-MARCの 書誌デ ータ要素

書 名 書名 の ヨ ミ 出版地 ・出版社 出版社 コー ド

副 書 名(版) 版 の ヨ ミ 発売地 ・発売社 発売社

副 書 名 副書名の ヨミ 出 版 年

巻 巻 の ヨ ミ 頁

配 本 回 数 判型(cm)

著 者 表 示 著者名 の ヨ ミ 件 名 件名の ヨ ミ

版 表 示 (版 の ヨ ミ) 被伝者の ヨ ミ

版表示に付ける著者 版の著者 ヨミ 分類8版

一 般 注 記 分類7版

一般注記(版) (版の ヨ ミ) 図書記号

巻 の 書 名 巻 の書名 ヨ ミ 巻冊記号

巻 の 著 者 巻の著者 ヨ ミ 価 格

内 容 (内容書名 ヨ ミ) ISBNコ ー ド JLAナ ンバ

利用対象

叢書注記(1) 叢書注記の ヨミ 流 通 コー ド

叢書注記(2)
二

叢書 コ ー ド
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大
阪
屋

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

T

R
C

○

○

○

○

○

○

○
○
○

○

日

販

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○

○

U
N
I

O

○

○

○

○
○
○

D

J
p

N

O

Oのぞ中総の部○(

○

○

○

○
○
○

○○○

○

○

○
○
○

○○○

素

海
運
の

部要

○

○
○
○

○

取

山
。

県
立

-

○
○項

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○
○

○
○
○
○
○

○

○
○
○

○

↓

広
島
市
立デ

○

○

○

○

○

○
○
○

○

諸書

広
島
県
立

○

○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○
○

○

ぽ

新
潟
県
立

。

○
。
○
。
。
〇

一

○
○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○
○
○
○
○

鮎

別種C
号
号
号

号ドR番番番番名O－A㏄配ぽ㏄目NコM阿附附……項詩名名用忙◇七レ書国国使四m㎝肝

ー

示

示名表名名表ズ任報書ー害者一報責扱情のナ副署報みみリ憎みる取遠巻力巻春情み読読シ連議すの号関各・各各連読ののー関の関ズ号名香名の字のの関の名名名名名名名に一番善書書物漢物物名名名書書名者者蕃書善書リ善業叢叢巻ー春巻善書書副副書著著叢叢叢叢シ叢副副副多多多

み

地
社
年読売売売の示発発発次次次表

図巻年年任善報地者年地
数次巻、、貴著情作作作版次巻各次次るる連製製製像図次巻名の回回示すす関肖巻名書物、、表開示関示地社年ジ名書叢巻次次任表に表に表板版版図一書叢副多春巻責版版版版版出出出挿ぺ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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第4-9表 書誌デ ータ項 目 と要素(そ の2)

大
阪
屋

T
R
C

日

販

U
N
I

J
P
N

中
総

の
部

海
運

の
部

山

口
県
立

広
島
市
立

広
島
県
立

新
潟
県
立

項目名

○

○

○
○

○
○
○

○

○
○
○
○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○

○
○

○

○
○

○
○
○
○
○
○

付属資料
一般注記
一般注記の版

内容注記
内容細目のタイ トル
内容細目の責任表示
ISBN
ISSN
NDC

○ ○ ○

○ ○ ○
○

 

○

○

○
○

O

O

○

○

○
○
○

○
○

○
○

○

○
○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○

○

○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○

○
○
○

○

○

○

翻訳書の原書名
複製本原書名
装丁
入手条件(定 価)
定価
特価
セット価格

受入価格
価格注記
購入年月日
発注冊数
受入区分
受入先区分
受入価格区分
配本回数
件名注記

個人件名
書名件数
一般件名

所蔵データ項目
資料コー ド

○ ○
○
○
○
○
○

○
○
○

○ ○
○

 

○

○

○

○
○

○

○
○

○
○

○
○
○

○
○
○

○

○
○
○

市町村コー ド
館コー ド
資料区分
和洋区分
登録区分

取扱い区分
配架区分
資料種別表示
別置記号
分類番号(分 類記号)
図=書番号
図書記号
登録番号
旧登録番号

利用対象
流通コー ド
請求記号

77



第5章 プロトタイプ1データベースの構築

5.1利 用 者 管 理(ID、 パ ス ワー ド)

5.1.1ア クセ ス を許可 す る対 象

5.1.2ア クセ ス を許可 す る範 囲

5.1.3ア クセ ス方 式(無 手 順)

5.1.4検 索 方 式(コ マ ン ド方 式)

5.1.5キ ー・一ワ ー ド抽 出

5.1.6デ ー タ入 力 とメ ンテ ナ ンス

5.1.7貸 出 ・返却 な ど を含 め たネ ッ トワ ー クの活 用

5.2機 器 の 選定

5.2.1期 待 され る機 能

5.2.2予 想 され る トラ ンザ ク シ ョン

5.2.3レ ス ポ ンス の確 保

5.2.4ダ ウ ンサ イ ジ ングを配 慮

5.3ソ フ トウエ アの 選定

5.3.1必 要 な機 能

5.3.2成 熟 した文 献デ ータ ベ ース 管理 シス テ ム

5.3.3キ ー ワ ー ドの 切 り出 し





5プ ロ トタイプ ・デ ータベースの構築

5.1利 用者管理(ID、 パスワー ド)

5.1.1ア クセスを許可す る対象

構築 の目的で ある 「いつで も、 どこで も、誰で も」一検索で きるためには、パスワー ド

などを設定 しないほ うが よい。 しか し、現実には誰で もという訳 にはいか ない。 当面 は公

共図書館 のほか、専図協、大学 を含 む図書館 とし、利用者管理のためIDと パスワー ドを

設定 した。

5.1.2ア クセスを許可す る範囲

アクセスを許可 した図書館 にどこまでの検索 を許すか 一、若干の問題が ある。 プロ トタ

イプの段階で は問題 はないが、協力頂 いた各館 にはそれぞれ事情 があ り、所在情報の公表

を懸念す る図書館 もあ った。

今後、本格的なデ ータベース に成長す る過程でプロテク トを掛 けるフ ィール ドも出 るに

違いない。将来を想定 してIDに ランクを設け、 アクセス可能 な フィール ドを ランク付 け

した。

5.1.3ア クセス方式(無 手順)

アクセスは無手順の通信 プロ トコルを採用 した。手順 を設 けることは、不慣れな図書館

職員が端末機 を操 作す る際 に好都合な ことが多 い半面、使用す る端末機 や通信 ソフ トを選

ぶ必要が生 じる。

可能 な限 り簡単な操作 で接続可能 にす るためには無手順が最善 と考えた。通信 に伴 うエ

ラーは この種のデー タベースで はさほど問題 にな らない。通信回線 も現状の電話回線 は非

常 に程度が よい。 どう して も必要な場合 に備えモデムのMNP制 御を採用 した。

5.1.4検 索方式(コ マ ン ド方式)

検索 は、 コマ ン ド方式 を採用 した。プル ダウンメニ ュー方式 は不慣 れな段階で はメ リッ

トが多 いが、慣れて くると煩雑で時間がかか る。 この種 の機器の操作 は2～3時 間 もあれ

ば十分 に習熟可能で ある。プルダウンメニュー方式を採用 して、検索 に多 くの時間を費 や

すの は得策 ではない。

78



5.1.5キ ーワー ド抽出

シソーラス方式 は多 くの労力 を必要 とす る。加えて個人差が生 じて同一人物 で もその 日

の気分次第でプ レが生 じる。今回 は品詞を解析 して、名詞 をキーワー ドとす る自動抽 出方

式 と した。

この方式 は、データ量 さえ豊富 な ら十二分 に満足 できるキーワー ドを抽 出できる。現状

のデータは書名や副書名、叢書名 、副叢書名、著者名、発行者、価格な どに限 られ、やや

データ量が不足す るきらいが ある。

これ を補 うためには目次程度 は入 力する必要が あるが、テス トの結果、 目指 す図書 に到

達す るとい う点で は必要 に して十分 であ った。ただ、なか には書名が必ず しも内容 を十分

に反映 していない図書 もあった。

書誌検索の最大の目的 は文献 に何が書かれて いるか一、 その内容 の検索で ある。完壁 を

期すな ら、その文献全部 を入力す る必要がある。 こうな ると電子出版 そのもので あ り、現

にその試み もあ るが、現実的 ではない。

当面 の解決方式 と して、書名が必ず しも内容 を反映 していない文献については、補助語

を入力す ることとした。補助語 は 自動抽出でキーワー ドと して切 り出せない言葉 を手作業

で入力す るもので、確度の高い処理方法で ある。半面、労力がかかるの は致 し方 ない こと

である。

5.1.6デ ータ入力 とメ ンテナ ンズ

この種のデ ータベースではメ ンテナ ンス は欠かせ ない。ア ンケ ー ト調査 に よると、各館

の郷土資料 は概 ね2万 ～3万 件 である。年々新 たに収集す る郷土資料 は、多 くて も数百件

単位である。

当初の既存資料 をどう入力す るか の問題 はあるが、メ ンテナ ンスは困難で はない。 ただ、

既存のデータに しろ、新 たなデータに しろ、図書館側 は入力のためのデ ータを作 らなけれ

ばな らない。現状の図書館業務 をみ ると新 たな業務の発生 は極力避 けなけれ ばな らない。

加えて人権問題 など配慮 の必要 な作業 も少 な くない。
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種 々の事情 を勘案 した結果、当面 は図書館側で既に完成 している冊子体 の郷土資料 目録

を対象 と して作業 を進 める。図書館側の事情 で これ も困難な場合、専図協のデータだけを

入力、プ ロ トタイプのデ ータベースと して稼働 させ ることとした。

5.1.7貸 出 ・返却などを含めたネ ッ トワー クの活用

貸出 ・返却 などを含 めた処理機能 をプ ロ トタイプのデ ータベースに持 たせ るの は容易 で

ある。ただ、貸 出 ・返却 などの図書館の基本業務 にまで立 ち入 るのは適切で ない。 このプ

ロ トタ イプで は、当面 、書誌 にかか わる レフ ァレンス機能だ けで満足す る ことと した。

5.2機 器 の選定

5.2.1期 待 され る機能

書誌デ ータベースに期待 され る機能 は、 「いつでも、ど こか らで も、誰で も」検索でき

る能 力で ある。 このためには通信機能 をどう持 たせ るか一が大 切であ る。 また、検索コマ

ン ドを入力 してか ら画面 に表示 され るまでの時間 ・レスポ ンスは数秒以 内で なければな ら

ない。人 間がデ ィスプ レイの前で待 ちうる時間 は、せいぜ い10秒 までである。今回の シス

テム は、 こうした機能 を前提 にした。

5.2.2予 想 され る トランザ ク ション

通信 は現状で は電話 回線 によるほか ない。参加頂 いた図書館 は県立8館 、専図協 と大学

図書館 を含 めて も16館 であるので、同時 アクセスは多 くても3～4回 線 と推定 した。従

って回線 は当面6回 線 を用意す ることと した。

また、瀬戸内圏 は西 の福岡県か ら東 の徳島県 まで約500kmに 達す る。中間 に当 たる広島

県か ら起算 して も300kmを 超 す。利用者の電話料負担を軽減す る意味 で もVANかDDX

によるのが望 ま しいが、各図書館 の システ ム事情 などか らも簡易な通常 の電話 回線 によっ

た。

5.2.3レ スポ ンスの確保

先 に触れ た通 り、 レスポ ンスは極 めて重要で ある。データベース創設当初 、弊社 は レス

ポ ンス に泣か された苦 い経験 を持つ。 レスポ ンス は諸機能の中で も最優先 され るべ き機能
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だ。

そ こで機種 の選定 に当たって は、MIPS値 で10前 後の機器 を対象 とした。搭載す るソ

フ トウエアにもよるが、 この程度の機種 な ら数秒の レスポンスを満足 させ得 ると判断 した。

5.2.4ダ ウ ンサイ ジングを配慮

経費 と効果 を考え るとダウンサ イ ジングは避 けて通れない。 ことに最近 のUNIX系 の

コ ンピューターは進歩が 目覚 ましい。

利用可能 なソフ トウェアも次第 に整備 されて い る。投下可能な費用 にも限度が ある。 こ

うした点 を配慮 した結果、UNIX系 のワークステー ションを採用 した。

選定 の対象 となった機種 は下記 の通 りであ る。

メ ー カ ー 名

DataGwneral

DataGwneral

DataGwneral

DigitalEquipment

DigitalEquipment

DigitalEquipment

DigitalEquipment

DigitalEquipment

Hewlett-Packard

Hewlett-Packard

Hewlett-Packard

IBM

IBM

NCR

NCR

SolbourneComputer

SunMicrosystems

SunMicrosystems

沖 電 気 工 業

オ ム ロ ン

ソ ニ ー

ソ ニ ー

ソ ニ ー

ソ ニ ー

日本電気
日立製作所
富士通

選 定 の 対

機 器 別モデル 名

AV300C

AV310

AV400

象

DECstation3100

モデル120CX

モデル120MX

モデル200CX

モデル200PXGturbo

モデル425eGrayscale

モデル425e16"Color

モデル425tCRX

POWERス テーション520

POWERス テーション530

NCRシ ステム3320

NCRシ ステム3345

S4000

SPARCstationELC

SPARCstationIPX

OKITAC4/25

DT8860

NWS-1860

NWS-3260

NWS-3410

NWS-3870

EWS4800/60

2050G/ET

S-4/2

と し た

主 記 憶 量(MB)

8～112・

8～112

8～112

16～24

16～128

16～128

16～480

16～480

8～48

8～48

8～64

8～512

16～512

2～16

4～64

8～104

8～64

16～64

8～64

32～64

16～32

16～32

8～16

64～128

8～32

8～64

32～128

S

種

P

』

』

山

0
0

0
0

0
σ

1

1

9
臼
-

機

M

0
σ

O
O

り
α

ρ
O

C
U

g
J

O
O

ρ
0

1
↓

1

7

7

1
↓

り
6

り
6

り
6

り
乙

1

1

↓

¶
■
'

0
6

り
6

り
6

り
6

◎
乙

り
6

C
J

C
U

5

0

に
」

0

0

に
」

4

5

1
↓

8

1
▲

り
6

0
ば

り
6

2

2

り
乙

-
⊥

1

0
0

0

0

0

に
」

ワ
～

ワ
ー

民
」

-
↓

-
⊥

り
乙

0

0

口
」

7

7

0
0

2
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414.1

466.3

507.7

168

190

182

285

1,005

97.6

139.7

330.6

412.4

604.8

326

661

200

89.1

269.5

89.1
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112
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機種の選定は、後述 す るソフ トウェア と密接にかかわる。今回の研究で最 も苦慮 した部

分だが、概要次 の基準で作業 を進 めた。

① 価格 は数百万円以下

②MIPS値 が10前 後

③ 拡張性が十分か否か(特 に周 辺機器や主記憶の増設 に耐 え られ るか否か)

④ 使い勝手の良否

⑤ メーカーのサー ビス支援体制

⑥ 一般 に馴染みがあ るか否か(特 異 な機種 は避 けた)

選定 に当たって最 も重要 と考え られ る性能 にっいては、価格、MIPS値 が同程度 な ら

ほぼ同 じとみて重視 しなか った。MIPS値 だけでは性能 を判断出来ない。演算速度 はデ

ィスクの読み書 きなど物理的 な処理が大 きくかかわ り、アーキテクチ ャーやソフ トウェア

に よる部分 も少 な くな い。MIPS値 は判断基準にはな らない と言われ る。 メーカ ーによ

って はことさらMIPS値 の公表 を避 けているところもある。

それで も、MIPS値 の高 い機種 はやは り速 い。数MIPSの 差 は ともか く10倍 違えば

必ず差が現れ る。今回 はMIPS値 に対す る種 々の批判 を考慮 した上で敢 えて選定 の要素

と した。

結果 と して、 ソニーのNWSを 選定 したが、 これは機器が本来持っ性能 によるものでは

ない。後 に触れ るソフ トウェア との兼ね合 いで ある。手短か に言 えば、採用 しようと した

ソフ トウェアがソニーのNWSに しか搭載出来なか ったのが理 由である。

この意味で は機種 の選定 は、単 に時間 を費や しただけに終 わ った。

5.3ソ フ トウェアの選定

ソフ トウェア選定 に当た って機器の基本 システム ・OSの 占める比重は大 きい。特 にU

NIXの 場合、カ リフォルニア大学 バーク レー校 とAT&Tの ベル研究所 を源 とす る二つ

の流れが あ り、その統合 をめ ぐってメーカー各社の合縦連衡 があ る。

82



今回は、 こうしたOSを め ぐる事情やOSの 優劣 は一切無視 した。要 は、求 めるソフ ト

ウェアが搭載出来 るか否かだけである。以下 に検討 したソフ トウェアの一覧を示す。

ソ フ ト名

dBASEIVUNIX

informix

ORACLE

SYBASE

INGRES

ALLBASE/SQL

イ ン タ ー ベ ー ス

Empress

ADABAS(UNIX)

dmss

Future/HapPiness

選定の対象 としたデータベース管理 システム

開 発 会 社SQL

Ashton-TateO

InformixSoftwareO

OracleO

SybaseO

ASKComPaniesO

Hewlett-PackardO

InterbaseSoftwareO

EmpressSoftwareO

SoftwareAGO

電 通 ×

平 和 情 報 セ ン タ ー ×

5.3.1必 要 な機 能

ユ ーザ数

128
1000

無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限

データ量
10億rcd

無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限
無制限

稼 働 機 種

未 定

SPARCシ リーズ(SunOS)

SPARCシ リーズ(SunOS)

SPARCシ リーズ(SunOS)

SPARCシ リーズ(SunOS)

HPApol109000シ リーズ

SPARCstation(sun)

SPARCシ リーズ(SunOS)

SPARCシ リーズ(SunOS)

SPARCシ リーズ(SunOS)

NEWS(NEWS-OS)

レスポンスの確保 は最重点で ある。 レスポ ンスは機器の性能 よ りソフ トウェアに負 うと

ころが大 きい。 また、構築 とメ ンテナ ンスの合理化 のためにはキーワー ドの 自動抽出が欠

かせない。その他の点 において は、比較検討 した ソフ トウェアの どれ もが一応 の水準 を満

た していた。

5.3.2成 熟 した文献デ ータベース管理 システム

検討 したソフ トウェア は、いずれ も満足すべ き機能 を持 っていた。文献デ ータベースは

既 に成熟の域 に達 してい る。従 って、各 ソフ トウェアとも特記す るような ところ は見当た ら

なか った。

漢字仮名混 じり検索 と仮名検索、保守の難易、 スキ ーマ定義 と使 いやす さなど、 いずれ

のソフ トウェア もほぼ同程度 の水準 にあった。各社 にそれぞれ工夫 のあとがみ られ、個性

を出 そうと努力 して いたが、 どれ も大同小異。 ベ ンチマーク ・テス トで も実施すれば差が

出たのか もしれないが、通常の使用状態で見 る限 り差 はな く、 「これに限 る」 といった決

定的 なソフ トウェアはなか った。
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5.3.3キ ーワー ドの切 り出 し

対象 と したソフ トウ ェアの中で、キーワー ドを切 り出す機能 を備えてい るものが数種 あ

った。 しか し、文字列 を品詞 に分解 して、分か ち書 きし、 さらに不要語辞 書を参照 して不

要語を削除 す る機能 を持 った ソフ トウェア はFUTURE/HAPPINESSだ けで あ

った。

その他の機能 には、SQLや マルチメデ ィアに対応 したものなど数 々の特徴 を備 えたも

のが少 な くなか った。 しか し、作業量軽減のためのキーワー ドの 自動抽出 は必要欠 くべか

らざる機能で あ り、他 の全て に優先 した。

ソフ トウェアがFUTURE/HAPPINESSに 決定 、 このソフ トウェアを搭載 出

来 る機種 はソニーのNWS以 外 になか った。
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第6章 国立国会図書館の役割

6.1納 本実績 と電子化
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6国 立国会図書館 の役割

6.1納 本実績 と電子化

6.1.1国 立国会図書館 における過去5年 間の納本実績

国立国会図書館 はわが国唯一 の納本図書館であ り、法律 によって定 め られ た納本制度 に

よ り、国 内刊行の出版物(図 書、新聞、雑誌、地図、 レコー ド、マイクロフ ィル ム等)を

網羅的 に収集 して いる。

納本 は国 や地方公共団体の出版物 と民間 の出版物 に大別 され、前者は数部 を、後者 は1

部 を納 入す ることを定 め られてい る。 この うち、図書及び新聞、雑誌等 の逐次刊行物の過

去5年 間における納本実績 は、次 の通 りである。

年 度

1986

1987

1988

1989

1990

図 書(

民 間 出 版 物

63,605

61,181

64,498

65,451

68,849

単 位:冊)

官 庁 出 版 物

11,015

11,276

14,484

12,872

11,645

合 計

74,620

72,457

78,982

78,323

80,494

年 度

1986

1987

1988

1989

1990

逐 次 刊 行 物(単 位

民 間 出版 物 官庁 出版 物

23,4906,498

26,15210,703

24,25215,923

26,17917,787

29,26317,848

種)

合 計

29,988

36,855

40,175

43,966

47,111
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なお、地図 、 レコー ド、マ イクロフ ィルム等の非図書資料 は多種多様 であ り、 ここで は

省略す る。

6.1.2過 去5年 間 のJapan-MARC収 録件 数

国立国会図書館 は、前記の納本制度 によって収集 した国内出版物の 目録を定期的に刊行

す ることを法律 で定め られ ている。 これ に基 づいて、当館 は昭和23年 の開設以来、国内出

版物 の目録を 『納本週報 』 『日本全国書誌』 と題 して毎週、編 さん刊行 して きたが、昭和

56年 か ら図書の部 を磁気 テープ に収録 した 「Japan-MARC(M)」 を、63年 か ら

逐次刊行物の部 を収録 した 「ジャパン ・マー ク(S)」 を編集 、刊行 して きた。 また同年

か ら、 「Japan-MARC(M)」 のCD-ROM版 であ る 「J-BISC」 の頒布

をも開始 した。

過去5年 間 におけるJapan-MARCの 収録件数及び平成3年 末現在の累計 は、次

の通 りである。

年

1986

1987

1988

1989

1990

累 計

Japan-MARCの 収録件数 と累計(単 位

M(図 書)

61,193

58,666

61,518

62,345

60,433

809,027(注2)

注1:昭 和61年 から逐次刊行物の入力開始

注2:図 書の部 は昭和52年 か ら入力開始

件)

S(逐 次 刊 行 物)

48,021(注1)

12,348

5,940

5,318

5,255

80,253

なお、図書の書誌情報 は、過去 に遡 って順次入力す る計画を進 めてお り、すでに昭和51
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年 か ら44年 までの約20万 件の遡及入力 は完了 し、 「Japan-MARC(遡 及分)」 と

して頒布 して いる。

6.2Japan-MARCの 採録基準

当館 では、大量の資料 を効率的 に処理す るために、図書 にっいてはその重要性 や用途 に

よって整理 の程度 を詳細 にす るか、簡略 にす るか を定める基準(整 理区分)を 設 けている。

この整理区分 は、A、B、C、D、Eの5段 階 の基準 を設 け、A整 理 は一般図書 、B整

理 はコ ミックや風俗本等、C整 理 は児童書、D整 理 は学習参考書、就職試験案内等 、E整

理 は、長期保存 の必要が認 め られない簡易 な資料 を対象 と してい る。

Japan-MARCは 、E整 理図書 を除 く全 ての図書を収録 して いる。 また、Jap

an-MARC(S)は 、当館が収集す る国内刊行の逐次刊行物 を例外 な く収録 している。

6.3関 西館(仮 称)の 概要

現在 、当館で は21世 紀 における国立国会図書館 のビジョンを実現す るために、=ユ ーテ

クノ ロジーを駆使 し、大容量の書庫 を備え、現東京本館 と機能的 に一体 となった国立国会

図 書館関西館(仮 称)を 、関西文化学術研究都市 に設立す る構想 を策定 し、 その実現 をめ

ざ してい る。

関西館(仮 称)の 概要 は、次の通 りである。

6.3.1関 西館 の役割

① 文献情報の発信

「情報図書館 」 として、あ らゆる分野 の文献 とそれに関す る情報を、利用者が どこにい

て も、 いつで も、ネ ッ トワークを通 じて迅速 に提供す る。

② 世界 的なサービスの提供

ア ジア ・太平洋地域 をはじめ、国境を越 えた図書館サービスを提供 し、国際的 な図書館

プロ ジェク トに参加す る。
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③ 新 しい図書館協力の推進

図書館情報ネ ッ トワー ク、資料保存 、研究開発、研修 ・交流など、 内外の図書館協力の

推進セ ンター とな る。

6.3.2サ ービス と機能

主なサービスと機能 は次の通 りで ある。

① 複写、図書館間貸出等 による文献の提供

② 全文データベースによる電子文献の提供

③ 全国 ・国際ネ ッ トワー クに よる書誌情報 ・立法情報の提供

④ デ ータベースの利用中継 サー ビス

⑤ ニュー ・メデ ィアによる来館利用サー ビス

⑥ 日本情報の提供

⑦ ア ジア ・太平洋文献情報 セ ンター

⑧ 図 書館情報ネ ッ トワーク

このほか、共同保存利用プロ ジェク トや保存修復セ ンター、図書館情報学の研究開 発支

援 と図書館人 に対す る国際的な研修 ・交流 も主要業務で ある。

6.3.3コ レク ション

21世 紀 における、1億 点(う ち、図書2,000万 冊)規 模の集積をめざす。

主 なコレク ションと しては、国 内出版物の1セ ッ ト、欧米文献、 ア ジア ・太平洋文献、

データベース、 ニュー ・メデ ィア資料等。

6.3.4施 設

敷地 は約165,000㎡ の規模 を想定 し、段階的 に施設 を整備す る。施設 は、サー ビス ・エ

リア、総合情報処理セ ンター、資料保存施設、研究開発施設、大規模書庫等 を備えたイ ン

テ リジェン ト ・ビル とす る。

6.3.5組 織 と運営

国立国会図書館の内部組織 と して位置づ け、弾力的 な組織形態 と効率的な経営方式 を導

入す る。
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7結 び

7.1ネ ッ トワー ク時代

7.1.1越 え られぬ県境

昨今、 しきりにコン ピューターのダウ ンサイ ジングが言われ る。 もちろん大型汎用機が

不要 にな るわけで はない。大型機 も小型機 もそれ ぞれ長所 ・短所を持 って いるのだか ら、

相補 って棲 み分 けることが可能で ある。が、今回 のような数十万件 、あるいは数百万件単

位の書誌デ ータベースな ら経費のかか る汎用機 の手 を借 りるまで もない。

ただ、それ には条件があ る。ネ ッ トワークである。小 さな機械を十分 に利用 しようとす

れば、ネ ッ トワークは避 けて通れ ない。

ネ ッ トワークは、小 さな機械 を効果的 に活用す るためにだ け必要 なので は勿論 ない。図

書館 の場合、ネ ッ トワークと して運用 して は じめてその効用を発揮す る。今回の ように各

県単位 で書誌デ ータを持 ち、互 いに相補 った一 つの体系 を持つ郷土資料デ ータベースを作

ろ うとすれば なお さ らである。

ところが、県域を越 えたネ ッ トワークは現状 では非常 に難 しい。各県 とも県民への サー

ビスはす るが、他県民 へのサ ービスには消極的 だか らである。 「県民の血税を使 って、 な

ぜ県外 にサービス を しなければな らないか」 との声を各地で聞いた。

1943年 代、米 ・ハーバー ド大学のメ トカル フ学長 らが提唱 した 「図書館が責任分野 を定

め関係資料 を分担収集、相互 に公開 して利用 し合 う」一いわゆ るくフ ァー ミン トン ・プ ラ

ン〉の ような形 は、今回の郷土資料デ ータベースの場合 に こそ実現 され るべ きだ った。郷

土資料が、その対象 と して格好で あるばか りでな く、当時 と現在 とは機器(コ ンピュータ

ー)の 性能が圧倒的 に違 う
。環境 は十二分 に整 ってきた。 しか し、残念 な ことに県境 の壁

はあま りに も高か った。

ネ ッ トワークは今や、時代 の趨勢で もあ る。情報 は、ど こで も、いつでも、誰で も一利

用で きな ければな らない。時 には深夜 に家庭か ら利用す る場合 もある。図書館 はその拠点

の役割を担 う。 そのためにはネ ッ トワークが欠かせない。
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7.1.2公 的機関への期待

こう した形 のサー ビスは、公の機関が担 うのが適切で はなかろうか。今 回はたまたま中

国新聞社が創刊100周 年を迎えたため、 その記念事業 と して取 り組んだ。1世 紀 にわた っ

て ご支援 を頂 いた地域社会への恩返 しであ る。が、地域 の賛同を得 るの は簡単 ではなか っ

た。 「新聞社 は慈善事業 をや るのか」 「そんな ことをや って何の利益が あるのか」一 とい

った質問 に戸惑 うことも しば しばだ った。

作業 は、趣 旨を説明 して同意 を得 ることか らスター トした。 ところが 、 この同意を得 る

作業 は困難 を極めた。新聞社 といえども営利を追求す る企業 である。慈善事業 をす る気持

ちはないが、 こう した事業 を通 じて地域社会 との相互理解を深 めることが出来 るな ら望外

の幸せである。

文献データベースに関 して は、技術的 な困難 はほ とんどない。図書館 という未知の分野

であったため新 たな勉強 は必要だ った。NDC(日 本十進分類法)、ISBN'(国 際標準

図書番号)、 目録規則等 々。種々のMARC間 を結ぶ柔軟 なスキーマ定義 を考えなければ

ならなか った。が、新 たな技術的課題 と格闘す る シー ンはほとんどなか った。文献デ ータ

ベースは、ほほ完成 された技術で ある。

それにもかかわ らず、作業 は一筋縄 で はゆかなか った。米国の ようにカーネギ ーやフ ォ

ー ドなど有力な財団が あるところはともか く、わが国の場合 はこの種 の事業 は公の機関が

行 うのが適当で はないか。就中、国立国会図書館 の努力が望 まれ る。同館 の関西館構想 は、

情報ネ ッ トワークの中核 と して も機能す るよう計画 されて いる。実現が待ち遠 しい。

7.1.3著 作権問題

人権問題、著作権 も大 きな障害 にな った。特 に著作権 ではMARCの 原著作権をど うク

リアす るかが、最大のネ ックだ った。著作権 は、前項で触れ たネ ッ トワークとも大 きな関

わ りが ある。今 日の図書館、特 に県立など地域 の中核図書館 はネ ッ トワークを通 じて県 内

全域にサービス しようと してい る。第2章 で取 り上げ た新潟 、徳島、山口各県 はその典型

であ り、 これか ら新館 を建設 す る香川、岡山、大分各県 も例外 ではない。

各県 とも市町村の図書館 は司書 はおろか、専任の職 員 さえ十分 に配置出来な いのが実情
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である。 「蔵書 は県立図書館 で一元管理 しよう」 というの は当然の成 り行 きであ り、正 し

い選択 と思 われ る。

ところが、著作権 は こう したネ ッ トワー クを阻 んでいる。現在のMARC会 社 と図書館

の契約 は、多 くがネ ッ トワー クを前提 と していない。MARC会 社 にもさまざまな事情が

あるようで、 こと著作権 に関 しては歯切れが悪 い。今後 のネ ッ トワークの発展 を考 えると

何 らか の対応策が必要 だろう。

7.2シ ソーラス

今回の郷土資料デ ータベース構築 では シソーラスは見送 った。 とい うよ りも手が つけ ら

れなか った。書誌デー タベースの世界で はシソー ラスは欠かせ ない。 しか し、 これ は大規

模 な辞書作 りにも等 しい作業 で、限 られた期間 と人員 では不可能で あると判断 したか らで

ある。

民間で シソーラスを作成 す るのは困難が多 い。 ここでも国立国会図書館な ど公的機関へ

の期待が大 きい。科学 な ど分野 を限れば、 日本科学技術情報セ ンターなどの シソーラスが

利用で きるが、図書の ような森羅万象すべてを取 り扱 うシソーラス は公的機関でなければ

万全 は期 しが たい。

図書館のバイブル的存在 であ る目録規則は、非常 に精緻で感嘆の ほかないが、求 める文

献 を漏れな く検索す るには、なお不十分で ある。

シソーラスに代わ るキー ワー ド自動抽出 は、 よ くで きた便利 な システムで あるが、十二

分 に機能 させ るにはデ ータ量 が不足 である。本文の全 てが入力 されてい る電子出版 のよう

な形 な ら完全 である。せ めて抄録 か目次程度でも入力 され ていれ ば検索 の手法で補 え る。

ただ、現状では一般注記 などで克 明にフォロー しない限 り十分 とは言えない。将来 の課題

である。

7.3レ フ ァレンス とデータベース

図書館 を訪問 した際、厚 さ5㎝ に余 る冊子を見せ られた。郷土資料 目録 や新聞記事索 引

である。大変 に驚 いた。電算化が これか らで、全て手作業 の労作 と聞 いて さらに驚嘆 した。

新聞記事索引 に至 っては地元紙2紙 のほか、中央紙4紙 を収録 した上、 「同 じ記事を3つ
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の視点か ら分析 して、3通 りの検索 が可能な よう工夫 を凝 らしている」 と、聞 いて言葉 を

失 った。正 に血 と汗の結晶で ある。

一般紙の記事量 は1日 当 た り500件 に近 い
。6紙 では3,000件 。紙面の一部を省略す る

としても、それ を精読 して分類 し、3っ のキーワー ドを付 け、索引集 の原稿を書 く作業 は

想像 を絶す る。 ちなみに1日 分の新聞 を精読す ると手慣れ た人で も4時 間 はかか る一 とさ

れてい る。分析 してキーワー ドを付 ける作業は、 なお大変 であ る。 なまじ新聞デ ータベー

スを仕事 と し、その中身を知 ってい るだけに驚 きもひと しおだ った。

半面、 もっと合理的 な方法 はない ものか、 と疑問 を感 じた。郷土資料目録 も新聞記事索

引 も並大抵の努力では出来 ない。使命感 に支え られての労作 に違いない。 しか し、電算化

が先行 していれば、新聞記事デ ータベースを利用すれば、 もっと合理的 な仕事が可能 であ

り、浮 いた時間で さらに新 たなサ ービスが出来 るのではなかろ うか。

図書館の主要 な業務 の中 に レフ ァレンスがある。 レファレンスのためには、 この目録 も

索引集 も必要 なのか も しれ ない。が、費やす労力 に比べれ ば検索端末1台 、商用データベ

ースのパス ワー ド1つ の方 が安 くはなか ろうか。

7.3.1商 用デ ータベースの活用

商用デ ータベースを利用 す る図 書館 は意外 に少 ない。新聞社 で は数十のデータベースを

利用す るのは普通 である。新聞社 内で十分活用 されているとは言いがたいが、少な くとも

利用の態勢 は整 ってい る。 レフ ァレンスが図書館業務の一つの柱で あるな ら、新聞記事デ

ータベース程度 は利用 したいものだ。新聞記事デ ータベースは浅 く広 くではあ るが、森羅

万象 の全てを対象 とす る。 レフ ァレンス には最適 である。米国 の例だが、図書館 で最 もよ

く利用 され るのはニ ュー ヨーク ・タイムスのデ ータベースだ との報告 もある。

これか らの公共図書館 には、一 般商用デ ータベースを無料で使用 できる特典が与え られ

てもよいので はなかろ うか。少 な くともパ トリス(特 許情報)や スマイルス(中 小企業庁

の中小企業経営情報)、 日本科学技術情報 セ ンター、総理府、農水省、労働省 など中央官

庁や これ に準ず るデ ータベースは利用出来 るように したい。

さらに、株式、為替 などの ビジネス情報、天気予報や イベ ン トなどの生活情 報、生涯教
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育のための情報 も利用出来 なければ、地域の情報拠点 と して図書館の機能 を果 た して いる

とは言えない。生涯教育の関連情報は、一部で試みが進んでい るが、 まだ緒 にっ いたばか

りである。

7.4将 来 への期待

プ ロ トタイプなが ら郷土資料デ ータベースが完成 した。入力データは専図協の 「地域資

料 目録」 と瀬戸 内海関係資料連絡会議の 「海運の部」で ある。利用す るとい うには程遠 い

が、プ ロ トタイプ として使 い勝手を見るには十分なデ ータ量で ある。

今後、各図書館か らデ ータを提供 して頂けると思 われ るが、図書館 にも種 々の事情が あ

り、短期間でデ ータ量 を増やすの は困難である。 しか し、今回のデ ータベース構築で体験

した県境の壁、人権問題、著作権 の障害などは、その まま将 来のデ ータベース構築 とネ ッ

トワーク作 りのノウハ ウにな る筈 である。中国5県 の県立図書館長会議(政 令市の広島市

立を含 め6館)で 、現 にその試 みが進みつっ ある。

今 回の郷土資料デー タベースが、県境を越えたネ ッ トワーク作 りの契機 になれば一 と考

えている。
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あ と が き

弊社 は本年5月 、明治25年 の創刊か ら100周 年 を迎え ます。競争の激 しい新聞界 にあっ

て1世 紀 にわたって経営 を全 う出来 たの は、一重 に地域 のみなさま方 と各界のお力添え に

よるもの と感謝致 してお ります。

この郷土資料データベースの構築 は、100周 年記念事業 として計画致 しま した。明治、

大正、昭和、平成 と4代 にわたって ご支援を頂 いたみな さま方 に多少 な りともご恩返 しを

す るのが目的で ござい ます。弊社がお手伝 いさせて頂 くには、やや荷の重い事業で ござい

ま したが、 みなさま方か ら身 に余 るご協力を頂 きました。 お蔭 でプ ロ トタイプなが ら、デ

ータベースが稼働 を始 めま した。誠 に有 り難 うございま した。

この種の事業は、一私企業がお手伝い させて頂 くには手 に余 るものが ございます。公共

の機関 で十分な要員 と事業費を投入す る必要 を痛感 いた しました。 しか し、そう した機運

は高 ま りっっ あ り、現 に中国5県 の図書館長会議などで その端緒 も開かれっっあると伺 っ

てお ります。 この事業が図書館 ネ ッ トワークの契機 となれば望外の幸 せです。

国立国会図書館、県立図書館、専図協 、大学図書館、財団法人中国地域技術振興セ ンタ

ーの先生方 には多忙 な職務のなか
、貴重 な ご意見を頂 きました。 また、財団法人データベ

ース振興セ ンターには経費の面 でもお世話 にな りま した
。記 して感謝 の意 を表 します。

1992年(平 成4年)3月

郷土資料整備連絡協議会代表幹事(開 発局長)小 板 三生
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